參 YAMAHA 


デジタルサウンドプ□ジエクター 

YSP-5100 / YSP-4100 

取扱説明書 


ヤマノ \製品をお買い上げいたださまして、まことにありびと 
ラございます。 

•本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支 
障なくお使いいただ < ために、ご使巧前に取扱説明書 
と簡易接続 • 操作ガイド、保罰書をよくお読みくださ 
し)。お読みになったあとは、保証書と共に大切に保管 
し、必要に応じてご利用くださし、。 

♦保証書は、 r お買上げ曰、販売ち名」などの記入を必ず確 
かめ、販売店からお到ブ取りください。 


保証書別添付 


本書の見かた 

操作で使用する U モコンキー - 
を各左ページの左端に表示し 
ています。切下のよラにして、 

巧0込み内側の U モコン図と 
操作キーを合わせてご覧くだ 
さし、。 


折り込みを開さます 


2 操作の記載ページを 
開さまず 




犯.；*、 


3 U モコン図と操作キー 
表示びつなび D ます 




































ヴラウンドサウンドを 
楽しむまでの流れ 


1本機を設置•接続します。 

「設置する」 （1 已ページ)、 r 接続ずる」 （18 ページ） 


2自動設定（インテリビーム）で、本機を使ラため 
の設定をします。 

r 自動設定する（インテ U ビーム)」 （23 ページ） 


3ソースを再生します。 

r 再生のしかた」 （30 ページ） 


4音声再生ち法（ヴラウンド/ステレオ）やシネマ 
DSP、 音声出力方法（ビーム）の設定を変更します。 

r さまざまな再生モードを楽しむ」 (33 ページ） 


もっと本機でいろいろなことがしたい！という方は 


己手動設定やリモコンコード設定などを行います。 

r 本機を手動で設定ずる」 （4 己ページ)、 r 本機の U モコンで外部機器を 
操作する」（日0ページ） 
















リモコン操作キー巧応ガイド 


®YAMAHA 
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ち図は、スライドカバーび 
開いている状態を表してい 
ます。 


⑩ス U - プキー、 

⑤外部機器操作キー/ 
チューナーキー、 

⑦表示キーは、スライド 
カバーび完全に閉じた状 
態で操作してください。 
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リモコンキーの機能 


トランス S ッシヨンインジケーター 

の （TV / AV) キー 
雷原（の）キー 
A * 謡只キー 
シネマ DSP キー 
サラウンドキー、 ステレオキー 
力ーソル杉キ ー 、ミ夫定キー 
トップメニュ—キー、メニューキー 
オプションキー、設定キー、戻るキー 
チャンネル 

音量 +/- キ ー 、 消音キー 
テレビ操作キー 

ユニボ U ュームキー、デコーダーキー、 
インテリ ビー ムキー 

数字キー 
D 音声を重キー 
放送メディア切り替えキー 
コ—ドセツトキー 
スリープキー 

夕巧作キ ー / チューナーキー 
就キ- 


®: U モコンを操作したとさに点なします。 

⑥: テレビや入力選択した機器の電源オン/スタンバイを切 
り替えます旧0ページ)。 

©: 本機の電源のオン/スタンバイを切り替えます （30 ペー 
ジ)。 

⑥： 入カソースを選択します （30 ぺージ)。 U モコンキー操作 
時に、現在選択されている入力選択キーび点なします。 

盾： シネマ DSP 音場プ□グラムを選択します （33 ページ)。 

©: 再生方法を切0替えます （33 ページ)。 

⑥： メニューを還お■巧定しまず（24、吕8、47ぺージ)。 

©: ( トップメニュ ー) ブルーレイディスクや DV □のトップメニュー 
を表おします （60 ページ)。 

(メニュ ー) ブルーレイディスクや DVD のメニューを表示しま 
す （60 ページ)。 

©: (オプション） オプションメニューを表示します (43 ページ )。 IJ 
モコンび本体設定巧態に切0替わ0ます（設定キーび点打しま 
ず)。 

の： （設定） 本機のセットアップメニューを表示したり、メニュー表 
お言語を設定(長巧し）した0しまず(47、4已ページ)。本体設定 
状態に切り替えたとさに点なしまず。 

の: (戻る） 1つ前のメニューに戻りまず （47 ページ)。 

な)： テレビ/レコーダーのチャンネルを切り替えまず （60 ページ)。 

® ： (音量 +/-) 本機の音量を調節します。調節範囲 : MIN (最小)、 
01〜白9 、 MAX (最大） 

® ： (ミ肖音） 本機を;肖音しまず （31 ぺージ)。 

の: テレビを操作します。 （60 ページ） 

( M ): (ユニボ IJ ューム） ユニボ IJ ュームのオン/オフを切り替えます 
(42 ページ)。 

颇: (デコーダー) デコーダーを切0替えます （3 已ページ)。 

( M ): (インテリビーム) 本機を自動的に設定します (23 ぺージ)。 U モ 
コンび本体設定状態に切り替わりまず（設定キーび点好しまず)。 

⑩: 数字を入力します。 

@： デジタル音青を重の設定を切り替えます （31 ページ)。 

©: デジタル放送対応テレビ/レコーダーで受信する放送メディア 
を切り替えまず旧0ページ)。 

U モコンコードを設定しまず （60 ページ)。 

©: ス IJ ープタイマーを設定します （43 ぺージ)。 

度)： 外部機器のち生や停止、チューナーの還局やプ U セットなどを 
操作します（日0、38ぺージ)。 

©: 入力信号の情報を表をしまず （4 已ページ)。 
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ち < じ 

本機にごいて 


はじめに . 

本機の特長 . 

本書の記載について . 

効果的なサラウンドのために 
付属品を確認する . 

各部の名称とはたらき . 

前面（フ□ントパネル） . 

フロントパネルディスプレイ 
背面 （ U アパネル) . 

準備する 


設置す . 

接続ずる . 

接続の基礎巧識 . 

外部機器を接続する . 

サブウーファーを接続する . 

FM アンテナを接続する . 

リモコンを準備ずる . 

U モコンに乾電池を入れる . 

U モコンの操作範囲 . 

自動設定ずる（インテリビーム） 

インテ1」ビームマイクを設置する 
自動的に測定.設定する . 

メモリー機能を使用ずる . 

測定結果をメモ1」一に保存する... 
保存したメモ1」一を呼び出す ....... 

再生する 


放送局を登録してを信する 

(プ U セツトチューニング） . 

iPod / iPhone を再生ずる . 

便利な機能を使用ずる . 

音量の急激な変化をおさえる 

(ユニボ U ューム） . 

HDMI コントロール機能を使巧する 

ス U —プタイマーを使用する . 

入カソースごとの設定を変更する 

(オプションメニュ ー). 

入力信号の各種情報を表示する ....... 

画面表示言語を切り替える . 

設定する 


本機を手動で設定ずる . 

乂 —^_ 

メニューの操作手順 . 

設置環境やビームを設定する . 

音声を設定する . 

音声出力を設定する . 

入力の設定を変更する . 

表示の設定を変更する . 

拡張メニューを設定ずる . 

外部パワーアンプを使用して再生ずる 

本機のリモコンでが部機器を操作ずる 

リモコンコードー覧 . 

付録 


故障かな？と思った5 . 

. 

FM 放送の受信 . 

U モコン . 

iPod / iPhone . 

技術/用語解説 . 

まな仕様 . 

索引 . 


再生のしかた . 30 

再生の基本操作 . 30 

テレビを再生する . 30 

レコーダーなどを再生する . 31 

一時的に消音する （5 ユート） . 31 

内蔵 デコーダーと 

入力信号インジケーター表示 . 32 

さまざまな再生モードを楽しむ . 33 

サラウンド/ステレオを切り替える . 33 

シネマ DSP を楽しむ . 33 

サラウンドの音声出力ち法を切り替える… .35 
2チヤンネル ソースを 

サラウンドで楽しむ . 36 

已 .1 チヤンネル ソースを 
7.1 チヤンネルで再生する . 37 

FM 放送を聴く . 38 

放送局を受信する 

(ノーマルチユーニング） . 38 
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まを上のご注意 

ご使巧の前に、必ずこの r まを上のごま意 J をよくお読みください。 


ここに示したま意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への盾害や財唐への損害を未 
然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでを見5れる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示にごいて 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


A 公 

にま意ください」というミち意喚起を示します。 

0®®®® 

「〜しないでくださしりという r 禁止」を示します。 

0® 

「必ず実行してください」といラ強制を示します。 


■ r 警告 J と r ま意 J にごいて 


uTF 、 誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、盾;害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 r 警 
告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死こす 
る可能性または重傷を負ラ 
可能性び想定される」内容 
です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、「傷害を 
負ラ可能性または物的損害 
が発生する可能性び想定さ 
れる」内容です。 


A 警告 


電源/電源コード 


電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲の 
コンセントに接続する。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さ振くためです。 

化ず実行 



を 

プラグを巧く 


下記の場ちには、すぐに電源を切り、電源ブラ 
グをコンセントか5巧く。 

♦異常なにおいや音がずる。•煙が出る。 

♦ 内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。 



電源コードを傷つけない。 

• 重いらのを上に載せない。 

♦ステープルで止めない。♦加工をしない。 

♦ 熱器具には近づけない。 ♦ 無理な力を加えない。 

ぶ線びむさ出しのまま使用すると、火がや感電の原因 
にな0 ます。 


〇 

化ず実行 


必ず AC 100 V (50/60 HZ ) の電源電圧で使 
用ずる。 

それ料がの電源電圧で使用すると、火がや感電の原因 
にな0ます。 


〇 本機の電源（む）キーでスタンバイ状態にして 
ち、本機はまだ通電状態にありまず。 

本機を完全にま電源か6切 D 離ずためには、電 
_ 源コードをコンセントか5巧いて < ださい。 


〇 アース接続は、電源プラグをコンセントに接続 
ずる前に行ラ。アース接続をがす場合は、電源 
プラグをコンセントか5巧いた後に行ラ。 

化ず実巧 


電お 


電池を加熱•分解したり、直射日光に晒した D 、 

,乂や水の中へ入れない。 

破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になります。 

を 

電池を充電しない。 

1 電池の破雲や液ちれにより火がやけびの原因になり 
ます。 

S) 

電池か5ちれ出た液には直接触れない。 

液び目や□に入ったり、皮廣についたりした場合はず 
ぐ 

に水で洗い流し、医師に相談してください。 

せお禁止 

巧限禁止 

分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開け 
,ない。 

火がや感電の原因にな0ます。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 
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設置 


使用上のを意 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室*台所*ミち岸*水迈 
• 加湿器を過度にきかせた部屋 
•雨や雪、水がかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


Q 


放熱用の通風孔か6金属や紙片など異物を入れ 
ない。 

火がや感電の原因になります。 



禁止 


放熱のため本機を設置する際には： 

• なやテーブルク□スをかけない。 

• じゅラたん*カーぺットの上には設置しない。 

• 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

• 本機の上部（または下部）に已 cmiU 上スペースが 
開くよラに設置ずる。 

本機の内部に熱びこをり、火がの原因になります。 


Q 医療機関の屋内など医療機器の近くで使用しな 
い。 

電波び医療用電気機器に轟響を与えるおそれびありま 

巧止 す。 


〇 

おず実行 


む臓べースメーカーや除畑動器などの装着部分か 
5 22 cm 切上離して使用ずる。 

ペースメーカーや除細動器に影響を与え重大事故につ 
なびる場合びあ0ます。 


〇 

化ず実巧 


本機を落としたり、本機が破損した場含には、 
必ず販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用ずると、火がや感電の原因にな0ます。 


巧轴禁止 


雷び鳴0はじめた5、電源プラグには軸れない。 

感電の原因にな0ます。 


Q 

巧止 


本機の上には、巧瓶 • 植木鉢-コップ’化粧品 • 
薬品- n ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因にな0ます。 
接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷ずる原 
因になります。 


手入れ 


〇 

化ずミ巧 


電源プラグのコ’ミやほこりは、定期的にとり除 

く。 


ほこりがたまったまま使用を続けると、フラグび 
ショートして火災や感電の原因にな0ます。 


r 

心 

A ミ主意 

J 





電源/電源コード 


電お 

〇 

化ず実巧 

必ず付属の専用電源コードを使用ずる。 

専用電源コードながの使用は、火がや感電の原因にな 

0ます。 

〇 

化ず実行 

電池は極性表示（プラス+とマイナスー）に従コ 
て、正しく入れる。 

間違えると破裂や液もれにより、火がやけびの原因に 
なります。 

プラグを巧ぐ 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコ 
ンセントか5巧く。 

火災や感電の原因にな0ます。 


指定 L ソがの電池は使用しない。また、種類の黃 
なる電池や、新しい電池とちい電池を混ぜて使 
用しない。 

破裂や液をれによ0、火がやけがの原因にな0ます。 

(§) 

めれ手禁止 

めれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因になります。 

§ 

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグな 
どに入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破藝や液ちれによ0、火がやけび 
の原因になります。 



電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱ 
5ない。 

コードび傷つを、火がや感電の原因になります。 


〇 

化ず実巧 


電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に 
差し込む。 

差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラ 
グにほこりび堆積して発熱や火災の原因にな D ます。 


Q 


電源プラグを差し&んだとき、ゆるみがあるコ 
ンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因にな0ます。 


〇 

化ず実行 


下記の場合には、すべての乾電池を新しいもの 
に交換する。 


♦ リモコンの操作節囲びせまくなった 
♦ トランスミッションインジケーターが光6ない、 
または光が弱くなった 

ちい乾電池を使用していると、破裂や液をれにより、 
火災やけがの原因になります。 


〇 使い切った電池は、ずぐに電池ケースか5取り 
夕は D 

破裂や液をれによ0、火がやけがの原因にな0ます。 

化ず実行 





























電池 

〇 

化ず実巧 

新しい乾電池を入れる前に、電池ケース内をを 
れいにふ <。 

異物び入ると、火災や故障の原因にな0ます。 

〇 

化ず実巧 

使い切った電池は、自治体の条例または取 0 決 
めに従って廃棄ずる。 

設置 

〇 

化ず実巧 

必ず 2 人 1 U 上で開姻や持ち運びをする。 

重いので、けびの原因になります。 

S ) 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

s 

直射日光のあたる場所や、温度び異常に高<な 
る場所（暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の外装び変あしたり内部回路に悪影響び生じて、 
火がの原因にな0ます。 

S ) 

ほこりや湿気のをい場師こ設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火がや感電の原因 
になります。 

〇 

化ず実行 

他の電気製品とはでをるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害 
をあたえるおそれびあります。 

〇 

化ず実行 

無線ネットワークを使用ずる場含は、金属製の 
壁や机、電子レンジ、他の無線ネットワーク機 
器の近<への設置を避ける。 

〇 

おず実行 

遮蔽物びあると通信可能距離が短<なる場合び 
ありまず。屋外アンテナエ事は販売店に依頼す 
る。 

工事には、技術と経験び必要です。 

巧動 

を 

プラグを巧く 

移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべ 
ての接続を外ず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因になります。 
コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 

巧用上のを意 

〇 

化ず実行 

再生を始める前には、デジタルサウンドプ n 
ジェクターの音量（ボリューム）を最小にずる。 

突然大きな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


Q 音び歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因にな0ます。 

禁止 

A 環境温度び急激に変化したとき、本機に結露び 

/|\ 発生することがあります。 

~^ 正南に動作しないときには、電源を入れない状態でし 
を意 ばらく放置してください。 



業務用機器とは接続しない。 


デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用 
と業務用では異なります。本機は民を巧のデジタル 
オーディオインターフェースに接続する目的で設計さ 
れています。業務用のデジタルオーディオインター 
フェース機器との接続は、本機の故障の原因となるば 
かりでなく、スピーカーを傷める原因になります。 


U モコン 

Q 

禁止 

水やお茶などの液体をこぼさない。 

電池びショートし、破裂や液われにより、火災やけび 
の原因にな0ます。 

感電の原因になります。 

Q 

禁止 

落としたり、強い衝撃を与えた 0 しない。 

故障の原因になります。 



下記のよラな場所に置かない。 

•風呂場の近くなど、湿度が高いところ 
•暖房器具やストーブの近くなど、温度が高いところ 
•極端に寒いところ 
• ほこ0のをいところ 

火がや故障の原因にな0まず。 


手入れ 


〇 

化ず実行 


手入れをずるとをには、必ず電源プラグを 
巧く。 

感電の原因になります。 


Q 薬物厳禁 

ベンジン-シンナー-合成洗剤等で外装をふか 
ない。また接点復活剤を使用しない。 

な止 

W 外装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 
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機器を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグに容易に手び 
届 < 状態でご使用ください。 


無線に関ずるご注意 

この製品の使用周波数帯では、電モレンジなどの産業•科学•医療 
巧機器のほか、工場の製造ライン等で使用されている移動体識 
別巧の構内無線局(免許を要する無線局)および特定ル電力無線 
局娩許を要しない無線局)並びにアマチュア無線局娩許を要す 
る無線局)び運用されています。 

1この機器を使用する前に、近 < で移動体識別巧の構内無線局 
及び特定ル電力無線局並びにアマチュア無線局び運用されてい 
ないことを確認してください。 

2万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に巧して有害 
な電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに使用場所を変 
えるか、又は機器の運用を停止(電波の発射を停止)して < ださ 
し、。 


■ ，音 COI チケッ h」 I 


音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽わ時と場所によっては大変気になる 
ちのです。隣近所への配慮を充分にしましよラ。 
静かな夜間にはルさな音でもよく通り、特に低 
音は床や壁などを伝わりやすく、思わめところ 
に迷惑をか 

けてしまいます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、ヘッドホン 
をご使用になるのを一つの方法です。音楽はみんなで楽しむを 
の、お互いにむを配り快適な生ま環境を守りましよラ。 








Inte り /: Beam 

「インテ U ビーム」 rinteinBeam 」 は、ヤマハ株式会社の 
商標です。 



「シネマ DSP」「CINEMA DSP 」 は、ヤマ A 株式会社の 
登録商標です。 

励 0 山 me 

「ユニボ IJ ューム」 「 UniVolume 」 は、ヤマ A 株式会社の 
商標です。 

A 擊 「Wi red 

「エアワイヤード」 「 AirWirecU は、ヤマノ V 株式会社の商 
標です。 

田 DOLBY 

trueXE I 

ドルビーラボラトリーズか5の実施権に基づき製造され 
ています。「ドルビー」、 「 PR 日 L 日 G に 」、 rSurround 
EX 」 およびダブル D 記号□□は、ドルビーラボラト U - 
ズの商標です。 

蠢 ctts^HD 

Master Audio 

米国特言午白 i 4 已1,942、已|9己6.674、已，9741380、 

已，白78,7目2、 6,226,616. 目.487,已3己おぶびその 
他の国における特許（出願中含む）に基づさ製造されて 
います。 

DTS は DTS 社の登録商標です。また 、 DTS 〇づ、記号、 
および DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio は DTS 社 

の商す巧でオ 

著作権]目9日-2日日7年 DTS 社。不許複製。 


H 己 mi 

HDMI、HDMI □コ f および High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensin 呂 LLC の商標または、登 
録商標です。 

x.v.Color 

「 x . v . Color 」 は商標です。 

iPod™ 、 iPhone™ 

iPod は、米国およびその他の国々で登録されている 

Apple Inc . の商標です。 

iPhone は 、 Apple Inc . の商標です。 


Works with 

U iPhone 


「Made for iPod 」 とは、 iPod 専用に接続するよう設計 
され、アップルび定める性能基準を満たしているとデべ 
□ッパーによって認定された電子アクセサ I 」一であるこ 
とを 7 J \ します。 

「Works with iPhone 」 とは、 iPhone 専用に接続する 
よラ設計され、アップルび定める性能基準を満たしてい 
るとデべ□ッパーによって認定された電テアクセサ U — 
であることを示します。 

アップルは、これらの機器操作または、安全規制基準に 
関する一切の責任を負いません。 


□I Made for 

^ iPod 


原 

AAC 

AAC □コ 'マークを；！ はドルビーラボラト U - ズの商標で 
す。 UTR まパテントナンバーです。 


08/937,白已〇 

己.633,白81 

已,227,788 

己,吕99.23白 

5848391 

已297 23己 

已,2日巳,4日8 

已 .2 白白，240 

已 .2 白1,已已7 

4,914,701 

已 .48 1，6] 4 

已,1白7,087 

已 .4 已1,9己4 

己，23已，巨 7] 

巳.已日2,已84 

已,4白0，170 

己400 433 

07/己40,已己〇 

已 .7 日1’888 

已 .2 日4,846 

已 .22 と18曰 

已，已7日，430 

08/03日，478 

已,2白8,68已 

己，3已7.已白4 

08/己78,6巨巨 

曰8/211,547 

已 .37 已，189 

已752 22已 

98/03037 

已 .70 3,9白9 

已，己81，巨已4 

已 -3 日斗473 

97/02875 

08/8巳7,04巨 

0已-183，白88 

己，巳呂 3. 9己2 

97/02扫74 

日8/8日4,844 

已.已48,巳74 

己.274,740 

98/0303已 

已,299,238 

〇扫/已〇己.729 


⑥ 

世巧に広く特許申請中の Cambridge Mechatronics 
Ltd からライセンスを受けています。 

‘饭■は Cambridge Mechatronics Ltd の商標です。 
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本機について 

はじめに 

〇 本機の特長 


デジタルヴウンドプ□ジェクター巧 
術でサラウンド再生を簡単に実現 

(1 已ページ） 

音声をビーム化することで U アルサラウ 
ンドを実現していまず。ラックやスタン 
ド、専用の壁掛け金具を使用して、イン 
テリアに合わせた設置び可能でず。 


HD 才ーディオデコード対応 

(32 ぺージ） 

ドルビー TmeHD、DTS HD Master 
audio . マルチチヤンネル U ニア PCM な 
どの HD オーディオに対応していまず。 
また AAC にを対応し、デジタル放送を高 
音質で再生でをまず。 


HDMI 準拠 （ 18 ページ) 


HDMI 端子を装備し （] 080 P / 
DeepColor/x . v .Color 対応、入力 
X 4/ 出力 XI )、手軽に高画質の映像 
/音声を $5 送でさまず。また HDMI コン 
卜□ール機能対応のテレビと組み合わせ 
れば、テレビの U モコンで本機を操作で 
さまず。 


インテ U ビーム 

(23 ページ) 


お使い|しなるお部屋 I し合わせて最適な視 
聴空間を自動的につ< 0だしまず。 


シネマ DSP (33 ページ) 


世界の著名なコンサートホールや劇場な 
どで実際に測定した音場情報をご家庭で 
再現でさるシネマ DSP を搭載していま 
ず。 


iPod / 口 hone のワイヤレス再生 

(41 ベージ） 


別売りの iPod 巧ワイヤレストランスミツ 
夕一 ( YIT - W 10) を使用して、 iPod や 
iPhone を I 」モコンのように操作しなびら 
本機で再生でさまず。 


サブウーファーのワイヤレス接続 

(21 ぺージ) 

別売0のワイヤレスサブウーファーキッ 
卜 （ SWK - W ]0) を使用して、サブウー 
ファーをワイヤレスで接続でさまず。 


ユニボリユ ーム （42 ページ) 


番組から CM へ切り替わる際の急激な音 
量変化を抑制したり、収録音量びルさい 
番組の音量を上げたりずることで、テレ 
ビの音声を聴さやず< しまず。 


プリセツトコード設定機能付 
リモコン 

(60 ベージ) 

U モコンコードを設定ずることにより、 
付属の U モコンで外部機器を操作でさま 
す。 
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@ 本書の記載について 

-本書では、本体と U モコンのどちらでち操作できる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載 
していまず。キー操作時、フ□ントパネルディスプレイに 「Not Available 」 と表おされた 
場合、操作したキーは現在の状態では機能しないことを表していまず。 

• では操作-設定を行ラ際に留意ずベさ事項、ぶこ ヒント では知っておくと便利な補 

足情報を記載していまず。 

• 本書は製品の生産に先びけて印刷されていまず。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様 
び一部異なる場合びありまず。また、仕様は予告なく変更されることびありまず。ご了をく 
ださい。 


を ! 効果的なサラウンドのために 

本機はビームを壁に反射させてサラウンドを実現ずるといラ特性上、じ(下のよラな環境では十 
分なサラウンド効果び得られなかったり、まったく得られない場合びありまず。 

-ビーム経路上に壁びない部屋 

-壁の材質び吸音素材ででさている部屋 

-部屋の大ささび幅 3 m ~7 m 、 奥行さ 3 m ~ 

7 m 、 高さ 2 m 〜3.已 m にあてはまらない部 
匡 

-本機から視聴位置までの距離び1 .8 m 未満 
の場合 


• ビーム経路上に出っ張った家具などの障害 
物びある部屋 

-壁に近いところに視聴位置びある場合 
• 視聴位置び本機の正面にない場合 
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サラウンド確認用 DVD : 1枚 
(31 ベージ） 



サラウンド確認用 DVD 説明書：1枚 



光フ アイ} (ーケープル： 

2本/ 1.5 m (18 ページ） 



ビデオ用ピンケーブル 
1本/ 1.5 m (18 ページ） 



ステレオピンケーブル： 

1本/ 1.5 m (18 ベージ） 



(白/赤） 


電源コード：1本/ 2 m 
(19 ぺージ） 


FM 簡易アンテナ：1本 
(21 ページ） 


乾倒防止用スタンド：をち各1個 
(1 己ぺージ） 


9 付属品を確認する 

同ホ困されている付属品びずべてそろっていることをご確認ください。 

リモコン：1個 単4乾電池： 2本 

( ii ページ） （22 ページ） 簡易接続-操作ガイド：1枚 




る S 

I 風巧 

塞！ 11-5 


I 靈 


四のの 

の言。 I 

風 ISKD み 


ご Q を 

■■曇-風- 

を留面 



か-ヒント 

-付属のケーブルは、接続状況によりホる場合びあります。 





















































各部のち祿とはた 5 き 

® 前面(フロントパネル) 



〇 リモコン受光窓 

U モコンの赤外線信号を受信しまず 
(22 ぺージ)。 

0 電ミ庐 'ED 

本機の電源びオンのときに点なしまず (30 ペー 
ジ)。 

0 フ□ントパネルディスプレイ 

再生の巧態や設定値などを表おしまず 
(13 ページ)。 

〇 INPUT キー 

入カソースを選択しまず。 

© VOLUME + /-キー 

本機の音量を調節します。 

調節範囲： MIN 撮ル)、01〜 99 、MAX (最大) 


© (!) キー 

本機の電源のスタンバイ/オンを切り替えま 
ず （30 ページ)。 

- 

-スタンバイになつているあいだも、 HDMI 信号 
を検知したり、 U モコンからの赤外線信号を 
受信するために、少量の電力を消費していま 
す。 


〇 INTELLIBEAM M に端テ 

付属のインテ U ビームマイクを接続しまず (23 
ページ）。 
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9 フ D ントパネルデイスブレイ 
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〇 UNIVOLUME インジケーター 

ユニボ U ュームびオンのときに点なしまず (42 
ベージ)。 

〇 CINEMA DSP インジケーター 

シネマ DSP 音場プ□グラムを使って再生し 
ているときに点好しまず （33 ページ)。 

0 HDMI インジケーター 

HDMI 信号を入力しているときに点灯しまず。 

〇 チューナーインジケーター 

FM 放送を受信しているときに点好しまずに] 
ベージ)。 

0 ワイヤレスインジケーター 
TRNS 別売0のヤマ八製サブウーファー 

キットとの通信び確立しているとき 
に点灯しまず（已已ページ)。（入力： 
iPod ムツ外） 

RECV 別売りのヤマ八製 iPod 用トランス 
三ッターとの通信び確立していると 
さに点なしまず 
(41 ぺージ)。（入力： iPod ) 

〇 デコーダーインジケーター 

本機に内蔵されているデコーダーび作動して 
いるとさにそれぞれのインジケーターび点好 
します （32 ページ)。 

〇 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーを使用しているとさに点好 
します （43 ページ)。 


〇 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表おしまず （30 ページ)。 

〇 ENHANCER インジケーター 

エン八ンサーびオンのときに点な しまず (已2 
ページ)。 

⑩ BASS E スン T ン ィンジヶーター 

BASS EXTENSION びオンのときに点灯し 
まず（已2ページ)。 

の DUAL インジケーター 

BS / CS /地上デジタルの音声多重放送び 
入力されているときに点なしまず巧]ページ)。 

© PCM インジケーター 

PCM 信号を再生しているときに点打しまず。 

⑩ マルチインフ オメーシヨ ンディスプレ 
イ 

設定値などの情報をアルファベットや数字で 
表おしまず。電源オン時には、再生ずる機器 
名と現在の音声出力方法び表示されまず。 

⑩ 入力信号チャンネルインジケーター 

入力信号に含まれているチャンネルに合わせ 

て点打しまず （32 ページ)。 
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0 背面 ( u アパネル) 



-本書の背面図では、見やすくするために端子と端子名を合わせて表示しています。 


〇 HDMI 端子 

外部機器と HDMI で接続しまず 
(18 ページ)。 

0 アンテナ端子 

FM アンテナを接続しまず 
(38 ぺージ)。 

0 ビデオ端子 

外部機器の映像端テと接続しますに0ページ)。 

〇 サブウーファー端子 

サブウーファーと接続しまず 
に]ページ)。 

© 才ーディオ入力端子 

外部機器のアナ□グ音声出力端テと接続しま 
ずに〇ぺージ)。 

〇 デジタル入力端子 

外部機器のデジタル音声出力端テと接続しま 
すに〇ぺージ)。 


〇 システム接続端子 

システム接続端テびあるヤマノ \製サブウー 

ファーとシステム接続しまず 
に]ページ)。 

〇 旧- OUT 端子/旧 IN 端テ/ 
RS -232 C 端子 

メンテナンスやサービスに使用しまず。通常 
は使用しません。 

©AC IN 端子 

本機の電源コードを接続しまず 
(1 日ページ)。 

⑩ プリアウト端子 

外部パワーアンプを接続しまず 

(已日ページ)。 
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準備ずる 


設置する 


本機をラックや壁掛け金具、テーブルトップスタンドを使用して U スニングルームに設置しま 
す。十分なサラウンド効果を得るため、家具などの障害物びビーム経路と重ならない場所に設 
置してください（次ページ図参照)。設置の前に、ケーブルを本機に接続したほラびよい場合び 
ありまず。その場合は、先に接続を行ってください （18 ページ)。 


本機の設置には、十分な放熱スペースび化要です。本機の上部（または下部）に 5 cm し U 上スペース 
び開くよラに設置してください。上部または下部にスペースびないラックの場合は、熱びこちらない 
よラ後部に十分な通気スペースを確なして<ださい。ヤマ八推奨のラックはま全性を確認済みですの 
で、まむしてご使用いただけます。 

地震などの振動やおテ様の接触などで本機び落下しないよラに設置して < ださい。 

ブラウン曽式テレビなど、発熱体の上へは直接設置しないでください。 

万ーテレビに色ムラなどび生じるとさは、テレビと本機の距離を離してご使用ください。 


お倒防止用スタンドを取り付ける 

下図を参考に転倒防止用スタンド（付属品） 
を取0付けて<ださい。スタンドの左ちと取 
0付け巧の位置にごミ主意<ださい。別売0の 
YSP 専用壁掛け金具に本機を設置ずる場合、 
転倒防止スタンドの取0付けは不要でず。 


転剧防止スタンドち（付属） 





本機を設置するラックやスタンドにより、転 
倒防止スタンドの取り付けび不要な場合びあ 
ります。 


ラックを使用して設置する 

市販のラックを使巧して、本機をテレビの上、 
または下に設置しまず。 

ラックは本機とテレビを設置ずるのに十分な 
サイズと放熱スペース、強度を持ったをのを 
ご使用ください。 


テレビ 


1 

YSP - 己100 
YSP - 4100 





户 - 


3 








本機について 



再生ずる 


設定ずる 


付録 


1已 


































































壁掛け金具を使用して設置ずる 

別売りの壁掛け金具 （ SPM - K 30 など）を使 
用して本機を壁に設置しまず。 

壁掛け金具の取り付け：壁掛け金具に付属の 
取扱説明書参照 


スタンドを使用して設置する 

市販のテーブルトップスタンドやフ□アスタ 
ンドを利巧して、本機やテレビをセットで取 
0付けまず。 


壁挂卜け金具 




SPM-K30 取0付け時の寸法 


YSP -5100 



SPM - K 30 (別売) 




(mm) 
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理想的な設置状態 


家具などの障害物 


C 壁と平巧に設置： 

日 ビームに 設定した場台） 


[ コーナーに 設置： 

ステレオ+ 3ビームに設定した場台〕 



40。 



サラウンド効果を高める設置方法 
設置例1 



でさるだけ左ちの壁の 
中央に設置ずる 



設置例2 





設置例3 








巧 

でさるだけ視聴に置の 
正面に設置ずる 

ろ 



\ 


本機について 



再生ずる 


設定ずる 


付録 
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接続する 

@ 接続の基礎知識 


接続ケープルについて HDMI について 


本機と外部機器との接続では、 LU 下のケーブ 
ルを使用しまず。ケーブル名左側の 〇 や 〇、 

1などの記号は、19、20ページに記載している記 
号と対応していまず。 



HDMI 端テを使えば、]本のケーブルで映像 
および音声信号を伝送ずるので、簡単に接続 
ずることび巧能でず。 HDMI 端テを使って接 
続ずる場合は、本機とテレビ、および本機と 
再生機器の両方を HDMI 接続してください。 
関連機能： 「 HDMI コント□ール機能を使用ず 
る」、「入力の設定を変更する」42、已3ページ 


0 HDMI ケ-ブル 




音声 


^ ステレオピンケープル（付属) 


(白） 


(ホ) 




(白） 


(ホ） 


〇 光ファイバーケープル（付属) 


■dill リ 1113 

0 デジタル音青ピンケーブル 

(樹吨 Bjp -リ- cCS > (樹 

( 映像 ) 

つ)ビデオ庙ピンケープル （付属） 


^ □ 端テーコンポーネントビデオケーブル 


(獄 

倩) 


啸) 



入カソース 

音声信号の種類 

ブルーレイ 
ディスク/ 
HD DVD 

ドルビーデジタル、 

ドルビーデジタルプラス、ド 
ルビー TrueHD 、 DTS 、 
DTS - HD 八イレゾルーシヨン 
オーディオ、 

DTS - HD マスターオーディオ、 

2チヤンネル PCM 、 マルチ 
チヤンネル PCM 

DVD Video 

ドルビーデジタル、 DTS 、 2 
チヤンネル PCM 、 マルチチヤ 
ンネル PCM 

DVD Audio 

2チヤンネル PCM 、 マルチ 
チヤンネル PCM 


か ヒント 

-本機はアナ□グ映像-音声信号を変換して、 
HDMI OUT 端子から出力できます。 

-本機の HDMI は著作権な護技術 （HDCP ； High - 
bandwidth Digital Content Protection 
System ) に対応しています。 

•接続には 1 目ピンの HDMI ケーブルで 、 HDMID 
コ’のついているちのをご使用ください。また、 
長さ己. Omlii 下のちのを使巧することをおすすめ 
し CJ^ Q 

音芦入力信号の優先順位について 

選択中の入カソースにおいて、アナ□グ音声 
とデジタル音声の入力び同時にを在ずる場合、 
本機はデジタル入力を優先しまず。例えば、 
オーディオ入力 （ AUX 1) 端テとデジタル 
入力 （AUX ]) 端テに同時に音声信号び入 
力されている場合、本機はデジタル入力 (AUX 
1) の音声を再生しまず。 
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® 外部機巧を接続する 

テレビやブルーレイディスクレコーダーなどの外部機器を本機に接続しまず。ずべての接続び 
完了ずるまで、電源ケーブルは接続しないでください。 

テレビとブルーレイディスクレコーダーを接続する 

テレビとブルーレイディスクレコーダーを接続しまず。じ(下の図は、 HDMI 端テを使用した接 
続例でず。他の端テを使用して接続ずる場合は、「音声/映像機器を接続ずる」をご覧ください 
に0ぺージ)。ケースレ横の記司ま、「接続ケーブルについて」 （1 8ページ)の記号と対応していまず。 


テレビ ブルーレイディスクレコーダー 
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音声/映像機器を接続する 

本機と外部機器び装備している端子に合わせて、使巧ずる端テを決定してください。下表「使 
用するケーブル」欄の記号は、「接続ケーブルについて」 （18 ページ）の記号と対応していまず。 



接続ずる 

信号 

接続ずる端モ 

使用ずる 

入力選択時に 

機器 

種類 

外部機器側 

本機側 

ヶーブル 

使用ず るキー 

テレビ 

映像 

ビデオ入力 

ビデオ出力 （ VIDEO ) 

1 



曰ド 

アナ□グ出力 

オーディオ入力 
(テレビ） 

〇 

TV 

HDMI 出力 
を持つ機器 

音声/ 

映像 

HDMI 出力 

HDMI 入力 

1〜4 

〇 

HDMI 1〜4 

D1 〜 D4 
出力を持つ 

曰ド 

同軸デジタル出力 

デジタル入力 
(AUX 2) 

〇 

AUX 2 

機器 

映像 

D 1 〜 D 4 
ビデオ出力 

ビデオ入力 
(コンポーネント） 

ぶ 


ビデオ出力 
を持つ機器 

曰ド 

光デジタル出力 

デジタル入力 
(AUX 1 ) 

〇 

AUX 1 



アナ□グ出力 

オーディオ入力 
(AUX 1 ) 

〇 



映像 

ビデオ出力 

ビデオ入力 （ VIDEO ) 

ぶ 



か-ヒント 

-ビデオ入力端テから入力した映像信号は、ビデオ出力端子に加え、 HDMI 出力端子からち出力でさま 
す。コンポーネント入力端子から入力した映像信号は、 HDMI 出力端子から出力します。 


20 






























































o サブウーファーを接続する 

ケーブルを使用した接続 

サブウーファーのモノラル入力端テを本機の 
サブウーファー端テに接続しまず。 


ジな 

m 


@ 


@© 
AUX 1 テレビ 
-才ーデイオ- 


@ 


图图 

AUX 2 AUX 1 テレビ 

-デジタル入力- 


© 



サブウーファー巧 
ピンケーブル 
(ヤマ A 聲サブウー 
ファーに付属） 


— RS.232C —I 

I システム接続 
ケーブル 
(ヤマ A 製サブ 
ウーファーに付属） 



:ぶ-ヒント 

-ヤマ八製サブウーファーのシステム接続端子を 
本機のシステム接続端子に接続すると、本機の 
電源に連動してサブウーファーの電源び動作し 
ます。 


ワイヤレスでの接続 

別売0のワイヤレスサブウーファーキット 
( SWK - W 10) を使用して、本機とワイヤレ 
スで接続します。 

接続： SWK - W 10 に付属の取扱説明書参照 



か-ヒント 

サブウーファーから音声び出力されない 
場合は、本機のグループ ID (已5ページ）と 
SWK - W 10のグループ ID び一致しているかご確 
認ください。 


〇 FM アンテナをち続する 

付属の FM 簡易アンテナや、お手持ちのアンテナをアンテナ端テに接続しまず。 

アンテナ 

碰 


ろ 


FM アンテナ 



21 



















































リモコンを準備する 

乾電池を入れる前や U モコンを使ラ前に、「安全上のごを意」の「電池」および 「 U モコン」を 
よ < お読み < ださい。 


。 リモコンに乾電池を 
スかる 



1 バッテリーカバーのツメを弓/きな 
びら、カバーをリモコンから取り 
がす。 


。 U モコンの操作範囲 

U モコンで本機を操作ずる際は、リモコンの 
赤外線送信部を本体の U モコン受光窓 （1 2ペー 
ジ）に向けまず。 U モコン操作び可能な範囲は、 
本体から日 m 政内で正面から左ちに3ぴ LU 
内でず。 



2 付属の単 4 乾電池 (2 本）を、極 
性 (+/-) に注意して電池ケ~ 
スに挿入する。 


3 カバーをリモコンに装着する。 
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自動設定する（インテリビーム） 

本機のサラウンド効果を最大に発揮させるため、音声出力を設定しまず。 

- 

-自動設定機能を使用していないとをは、インテ U ビームマイクを INTELUBEAM M に端テから外し 
てな管してください。 

-インテリビームマイクは熱に弱いため、直射日光び当たる場所や A V 機器の上など高温になる場所に 
は置かないでください。 

- r 音声出力」で「プ U アウト」を選択している場合、自動設定は使用でをません（已2ページ）。 

. Yt - W 10を使巧し口 Pod / iPhone を再生している場合は自動設定を実行できません。自動設定を実 
行するには再生を停止し、 iPod / iPhone を YIT - W 1 0から取り外してください。 YIT - W 1 0について詳 
しくは、 YIT - W 1 0に付属の取扱説明書をご覧ください。 


@ インテリビームマイクを設置する 


自動設定で使巧する、付属のインテ U ビームマイクを設置しまず。 


1 インテリビームマイクを本体の 
INTELUBEAM M に端子に接続す 

*5。 



インテリ ビーム7 イク 


2 インテリビームマイクを視聴位置 
に水平に設置する。 

マイクは本機から] .8 m じ(上離し、本機 
の正面に設置して < ださい。 

また、本機の中むから上下] m 政内の高 
さに設置してください。 

ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の 
間に障害物びある場合には、障害物を移 
動したり、マイクをより高い場所に設置 
してください。壁に接している家具は壁 
と見なしまずので、障害物ではありませ 
ん。 


ぶ'- ヒント 

•簡易マイクスタンド（付属）や=脚を利用し 
て、でさるだけ視聴時の耳の高さとなる位置に 
設置して < ださい。 


インテ U ビーム7 イク 

マイクの上限位置 


I 本機の設置高さ 


簡易マイクスタンド 
—— 1 .8 mly 上 



むの 


1 m 1 U 巧 
視聴位置 
マイクの下限位置 























































簡易マイクスタンドの組立て方法 



巧 '-ヒント 

•サフウーファーを接続している場合は、電源を 
入れて、音量を約半分（下図左の位置）に設定 
して<ださい。クロスオーバー周波数の調節機 
能びある場合は、ク□スオーバー周波数を最大 
(下図ちの位置）に設定してください。 


VOLUME CROSSOVER 



ヴプウ— ファ— 


〇 自動的に測定 • 設定する 

自動設定には r ビーム調整+音質調整」、 r ビーム調整」、 r 音質調整」の3つの選択項目びあ0まず。 


選択項目について 
r ビーム調整+音質調整」 

購入後、初めて設定を行 5 場合に選択します。測定開始から終了まで約 3 分です。 

r ビーム調整」 

ご利用の環境に合わせてビーム角度のみ設定する場合に選択します。測定開始から終了まで約1分です。 

情質調壁 J 

音質、音量バランス、音び聞こえるタイ5ングを設定する場合に選択します。測定開始から終了まで約 
2分です。 

r 音質調整」はビームち度を設定したあとで実行してください。カーテンの開閉後、またはビーム角度 
を「ビーム調整」で調節したあとなどにご使用ください。 













- 

-測定中は大きなテスト音び出力されます。ルさなお子様び部国こいる場合や部屋に入ってくる可能性 
びある場合は、自動設定機能を使用しないで<ださい。聴覚障害などの原因となる場合びあります。 
•測定中は部屋の外に出てください。部屋の中にいると、ビーム経路に重なってしまったり、マイクび 
声や音を拾ってしまったりして、最適な設定び行われない場合びあります。 

-壁にカーテンやブラインドなどびかかっている部屋では、ビーム設定び正確に行われないことびあり 
ます。そのよラな部屋で測定する場合、し U 下の手順で設定することをおすすめします。 

①カーテンやブラインドを開ける②「ビーム調整」を行ラ③カーテンやブラインドを閉める④「音 
質調整」を行5 

-エアコンなど騒音を発生する機器びある場合は、電源を切ってください。 


ぶ'- ヒント 

-設定の途中で前の画面に戻って選択し直したいとさは、①戻るキーを押してください。 


1 ①設定キーを巧す。 

メニュー下部の表示は操作方法を表して 
います。 

む- 

—. メモ！ J - 
•自動設ミ 
•詩细設を 
•サウンド設を 
•サウンド出力設を 
•入力設を 
•表示設を 

[▲し[▼い移動 
ほ定]:舶 


:ぶ- ヒント 

-「ビーム調整+音飄劃 （24 ぺージ）を行いた 
い場含、①設定キーの代わりに®インテリビー 
ムキーを2秒し U 上押します。その場合、手順4へ 
お進みください。 


2 © ▲ /▼ キーで 「自動設定」を 
選択し、©決定キーを巧ず。 

mt 

— I ) ビ-ム體+音質勇窒 

2) ビーム 謂養 

3) 音質!!整 


顧':振 6® 


3 ⑥ ▲ /▼ キーで 「ビーム調整+ 
音質調割、「ビーム調整 J 、 「音質 
調整」のいずれかを選択し (24 ベー 
巧、 ©ミ夫定キーを押す。 


自 i 設定1||室 i 

マイクを接镜してください。 

マイクを本巧の正面で I . 日 mJ •ソ上班し、 
正しい富さに設置してください。 

測をにはおよそ3分かかりまず。 

ミ尖をを巧した目部屋か5出てください。 

[ミ夫定]:間抬原る]:中止 


4 部屋のがに出る準備をする。 

部屋の中にいると、最適な設定び行われ 
ない場合びありまず。手順已の操作から 
10秒じ(内に部屋の外に出られるよラ準備 
して < ださい。 

ぶ'- ヒント 

-測定中は部屋の外でお待ち<ださい。 

-測定開始から終了まで、最長で約3分かかりま 
す。 

-測定中に自動設定を中止したい場合は、①戻る 
キーを押して < ださい。 



2已 


























5 ©ず定キ ~ を巧して測定を開始し、 
10秒な内に部屋の外に出る。 


自隨始 

10巧をに到をを問坦しまず, 
部屋か6出てください。 


底る]:中止 


測定中の項目に従って、画面び自動的に 
切り替わりまず。エラー音（ブヴー音） 

び出力された場合、画面のエラーメッセー 
ジを確認し、「エラーメッセージとエラー 
後の操作について」に7ぺージ）を参照し 
て < ださい。 

測定び終了ずると終了音（チャイム音） 

び出力されまず。手順3で「ビーム調整」 
を遇択した場合、サブウーファーの測定 
結果は表おされません。 


6 ©決定キ~を押す。 

測定結果び設定されまず。 

2秒後にメニューび消えまず。 

設定が芭了しました。 

7イクを列してくだ立 U 。 


み --ヒント 

-設定しない場合は①戻るキーを押してくださ 
し、。画面は初期表示に戻ります。 


7 マイクを夕 i す。 

設定完了でず。マイクは大切に保管して 
<ださい。 


i ! 雜果 

剧定が 8 了しました. 

ビームモード： 5ビーム'''ブラス旦 
サブウーフ 7 —: 有 

间因： E 定する 
[戻51:設定しな U 


:かヒント 

-「環境チェック... [ NG ]」 と表示された場合 
は、27ぺージのエラー£-1を参照し、①戻るキー 
を押してから、再度測定することをおすすめし 
ます。 

•サブウーファーび接続され、電源びオンになつ 
ているにもかかわらず、「サフウーファー: 

無」と表示された場合は、接続を確認し、サブ 
ウーファーの音量を上げてから、再度測定をし 
てください。 

-「ビームモード：已ビーム」と表示された場合で 
ち、部屋の状況によっては、フ□ントビームと 
サラウンドビームび同じち度に設定されること 
びあ0ます。 


測定結果は本機に記憶され、電源を切つ 
てを初期設定値には戻りません。ただし、 
自動設定をやり直したり、詳細設定で設 
定値を変更した場合は、設定結果び上書 
さされまず。 

















エラー E - 巨：マイクか6十分な入力びあ0ません。マイクのち続•設置位 
置を確認してください。 

原因 

対策 

テスト音び取得でをません。 

インテ U ビームマイクを正しく接続、設置してくださ 
い。 


てラ 

— E -7: エラーです。 

原因 

対策 

本機内部にエラーび発生しました。 

再度測定してください。 


エラー E -3: 測定中に操作をれました。 

原因 

対策 

測定中に音量の調節、消音などの操作び行われました。 

測定中は本機を操作しないで<ださい。 


-4: 7 イクを本な:の正面に設置して < ださい。 


原因 

対策 

インテ U ビームマイクび本機正面に置かれていません。 

インテ U ビームマイクを本機正面に設置してください。 


エラー E -5: マイクを本な:か61 .8 m な上離して設置してください。 

原因 

対策 

インテ U ビームマイクび本機か5 ] .8 m 未満の場所に 
設置されています。 

インテ U ビームマイクを本機から ].8 ml ； LL 離して設 
置してください。 


エラーメッセージとエラー後の操作について 

テレビ画面にエラーメッセージび表おされた場合は、原因を確認し問題を解ミ夫してください。 
「エラー E -1 J ①場合 ：⑥決定キーを巧して再度測定ずる。 

その他の エラーの 場合 ：① 戻る キーを 巧ず。 

手順1で®インテリビームキーを巧して測定を開始した場合： メニュー画面び消えたこと 

を確認し、手順]から再度操作ずるに4ページ)。 

手順1 での 設定キーを押して測定を開始した場合： 手順]の画面（メニューの初期画面） 

び表示されたことを確認し、手順2から再度操作ずる （24 ページ)。 


X ： 


-び解ミ夫でさない場合は、手動で設定してください （4 日ページ)。 


:環境ノイズび大をすぎます。 


原因 


対策 


騒音び大さすざて、正確な測定びでさません。 


エアコンなど騒音を発生する機器の電源を一時的に切 
るか、それ5の機器か5離してください。 


周囲び静かな時間帯にやり直してください。 


エラー E -2: マイクの接続を確認して<ださい。 

原因 

対策 

インテ U ビームマイクび接続されていません。 

本機前面の INTELUBEAM M に端子にインテリビー 
ムマイクを接続してください。 
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メモリー機能を使用する 

3種類の異なる設定を本機に保をし、状況に応じて使い分けられまず。例えば、ビーム経路上 
にカーテンなどの吸音物びある場合はビームの効果び減かしまず。そこで、カーテンを開けた 
状態の設定と閉じた状態の設定を別々に保をし、開閉に応じてそれぞれのメモ U —を呼び出し 
ます。これにより、状況に応じた最適なサラウンド効果び楽しめまず。 

:か ヒント 

カーテンの開閉に応じて設定を使い分ける場合、し U 下のよラに設定することをおすすすめします。 

1) カーテンを開けた状態で「ビーム調整+音質調整」 （24 ページ）を行い、「メモ U — 1」に保存する 

2) カーテンを閉めた状態で「音質調整」 （24 ページ）を行い、「メモ U — 2」に保をする 


> 測定結果をメモリーに 
保巧する 


1 ①設定 キーを 巧す。 


む- 

メモリー 
-自国設定 
-註巧設を 
•ヴウンド設を 
•サウンド出力設を 
•入力設を 
•表示設を 
[▲】/け]:移園 
[ミ夫を]:まを 


2 ©決定キーを押す。 


A ) 刑- 

—1) メモ U —巧ぴ出し 
2) メモリー保存 


[▲レ【▼】：移画 
[ミ夫を]:ホを 


3 ▼キーで「メモリー保存」 

を選択し、©ミ夫定キーを巧す。 


4 ⑥ ▲/ ▼キーでいず巧かのメ f 
リー番号を選択し 、⑥; ぶをキーを 
押す。 

引巧 H 存 

メモリー 1 柄？？ 

映封：決定 

:ぶ-- ヒント 

-選択したメモ U —番号に設定がすでに保存され 
ている場合、新しい設定を上書さします D 

5 ©ミ夫定キ~を押す。 

設定び保をされまず。 

リ巧 H 存 

メモリー1保存中... 


リ巧 H 存 

一 a ) メモリー1 
b ) ズモリー2 
C) メモ U -3 














5 ◎ミ夫定キーを巧す。 

メモ U —び呼び出されまず。 


1 ①設定 キーを 巧ず。 


に]- 

—. メモ！ J - 
.自動設ミ 
• nil 設を 
•サウンド設を 
•サウンド出力設を 
•入力設を 
•表示設を 
[▲し■[▼い移! 
ほ定]:決を 


リ刑-賴し 

メモリー1呼び出し中. 


9 保巧したメモ！ J 一を呼 
ひ出す 


2 ©巧定キ~を押す。 


A ) 刑- 

—1) メモ U - 呼びおし 
2) 巧リ-柄？ 


齡堪 


3 ©巧定キーを卿す。 


1) 刑 - f 削し 

— a ) メモリー1 
b ) メモリ-2 
C ) メモリー 3 


鹿巧 


4 ⑥ ▲ /▼ キーで いずれかのメモ 
リー番号を選択し 、⑤;ずぞキーを 
巧す。 


1) 刑- If 脚し 

メモリー1巧びおし？ 


巧定]:ミ夫定 
























再生ずる 


再をのしかた 


© 

⑩ 


〇 再生の甚本操作 

外部機器の操作：機器に付属の取扱説明書 
参照 

1 ◎電源の;） キーを押して、本機 
の電源をオンにする。 


6 本機の電源をスタンバイにずるに 
は、 ©電源（也)キ~を押す。 

〇 テレビを再をする 


見たいチヤンネルを選ぶ。 




© 


2 本機に接続した外部機器(テレビ 
や ブルーレイディスク プレートー 
など)の電源をオンにする。 


3 外部機器の接続に合わせて、 ©A 
力選択キーを押す。 

入カ ソース ち 


:かヒント 

-表示される入カソース名を変更でをます（已4ぺ一 
ジ）。 

4 入カ ソースとし て選択 した外部磯 
器を再生する、またはチユ~ナ~ 
の放送局を選択する。 

• FM 放送を聴く （38 ページ） 

- iPod/iPhone を再生ずる (4] ぺージ） 


2 ⑩ TV キーを 押す。 

テレビの再生モードに切0替わ0まず。 

3 テレビを消音ずる。 

み -ヒント 

-テレビと本機をデジタル音声端子で接続してい 
る場合、テレビ側の音声出力設定びデジタル出 
力 （ 「ビットスト U- ム」、 「AAC」 など）に 
なつていることをご確認ください。 

-テレビと本機をデジタル音声端子で接続してい 
る場合、本機にデジタル放送のデジタル音声信 
号び正しく入力されているかを確認でをます。 
信号び正しく入力されている場合、フ□ントバ 
ネルディスプレイの AAC インジケーターび点 
打します。 PCM インジケーターび点なする場 
合は、テレビ側の音声出力設定をご確認<ださ 
し、。 


5 音量を調節するには 、狡音量 
+/— キ — を巧す。 


曰里 
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デジタル音芦を重を切り替える 

BS /地上デジタル放送の AAC 信号入力時 
に、再生ずる音声を選択しまず。 

◎日 音声を重キ~を繰り返し巧す。 

再生する音声の設定び切り替わりまず。 


主音声を出力します。 


副音声を出力します。 


主音声と副音声の両方を出力します。 




ソースに副音声び収録されていない場合、音 
声は切り替わりません。 


• レコーダー などを再を 
する 

1 テレビの映像入力を レコーダーの 
映像に切り替える。 

2 レコーダーの 接続に合わせて、 

⑩ HDMI 1〜4キーまたは @AUX 
1/2キ~を巧す。 

例えば、レコーダーを本機の HDMI 入力 
1に接続した場合は、 © HDMI 1キーを 
巧します。 

レコーダーの 再生 モー ドに切0替わ0ま 
す。 

3 レコーダーを 再生す る。 


地 ヒント 

. レコーダーび HD オーディオに対応している場合 
は、レコーダー側の音声出力設定び HD オーディ 
才巧広出力（「自動」、「ビットスト U —ム」 
など）になっていることをご確認ください。 

. レコーダーび HD オーディオに対応していない 
場合は、レコーダー側の音声出力設定びマルチ 
チヤンネル U ニア PCM になっていることをご確 
認ください。 

. レコーダーと 本機をデジタル音声端子で接続 
している場合、 レコーダー 側の音声出力設定び 
デジタル出力（「ビットスト U- ム」、「ドル 
ビーデジタル」、 「DTS」 など）になっている 
ことをご確認ください。 

. レコーダーの 音声設定をマルチチヤンネル モー 
ドにすると、より豊かなサラウンドサウンドを 
お楽しみいただけます。 

. レコーダーと 本機をデジタル音声端子、または 
HDM 喘テで接続している場合、本機にデジタ 
ル音声信号び正し < 入力されているかを確認で 
をます。サラウンド確認用 DVD (付属）を再生 
してください。信号び正しく入力されている場 
合、フロントパネルディスプレイのロロ〇に ITAL 
インジケーターび点なします。 

• —時的に消音する 

(ミユ—卜) 


ソモ3ンの® 消音キ~を押す。 

消音を解除するには、 思度®消音 
キーを巧す。 



4 テレビを消音する。 
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■⑤ 

■© 


• 内蔵デコーダーと入力信号 
インジケーター表示 


デコーダー表示 

本機では、内蔵したデコーダーにより、さま 
ざまなソースを楽しめまず。入力している音 
声信号は自動的に選択され、じ(下のよラにフ 
□ントパネルディスプレイのインジケーター 
び点灯しまず。 


1 が況 

インジケーター表示 

デジタル放送または 

AAC 信号入力中 

AAC 

音声多重信号入力中 

DUAL 

PCM 信号入力中 

PCM 

ドルビー TrueHD 信号 
入力中 

□□TRUE HD 

ドルビーデジタルプラス 
信号入力中 

□□ DIGITAL PLUS 

ドルビーデジタル信号 
入力中 

□□DIGITAL 

ドルビープ□□ジツク 
デコーダー選択中 

□□PL 

ドルビープ n □ジツク n 
デコーダー選択中 

□□PLn 

ドルビープ□□ジツク nx 
デコーダー選択中 

□□ PLnx 

DTS HD マスターオー 
ディオ信号入力中 

dts + HD + MSTR 

DTS HD 八イレゾ U ユー 
シヨン信号入力中 

HD + HIRES 

DTS デジタル信号 
入力中 

dts 

DTS 目目/ 24 デコー 
ダー選択中 

出*+圈 

DTS ES discrete 
デコーダー選お中 

dts + ES + DSCRT 

DTS ES matrix 
デコーダー選お中 

dts 十 ES + MTRX 

DTS Neo:6 デコーダー 
選択中 

dts + Neo:6 


入力信号チヤンネルインジケーター表 
示 


セン ター 
フ□ント左 


-11-サラウンドバック 

-〇7|| c〕[^V フ□ントも 


サラウンド左一® [SB H SR トサラウンドち 


ェクストラ1 
LFE 



ェクストラ吕 


入力信号に含まれているチヤンネル数により、 
じ(下のよラにフ□ントパネルディスプレイの 
入力信号チヤンネルインジケーターび点好し 
ます。 


入力信号 

入力信号チヤンネル 
インジケーター表示 

ステレオ（吕チヤンネル） 

の回 


の回回 

已 .1 チヤンネル 

国圆 


画 


の回固 

目. 1 チヤンネル 

凹 幽幽 


画 


の回回 

7.1 チヤンネル 

因圆 




な --ヒント 

•エクストラに X 1/ EX2) インジケーターは、 
ブルーレイディスクなどの 7.1 チャンネル信号を 
入力しているとをに点なします。通常、エクス 
トラチャンネルにはサラウンドバック信号び収 
録されていますび、ディスクにより異なる場合 
び友0ます。 


:か- ヒント 

'「Decoder Mode」（44 ぺージ）で、再生する音 
声信号を選択でをます。 
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さまざまな再生モードを楽しむ 


再生方法（サラウンド/ステレオ）やシネマ DSP、 デコーダーを切り替えて、本機の再生を 
楽しみまず。 


9 サラウンド/ステレオ 
を切り替える 


再生方法（サラウンド/ステレオ）を切〇替 
えまず。 

関連機能：「シネマ DSP を楽しむ」33ページ、 
「サラウンドの音声出力方法を切0 
替える」3已ページ 


® サラウン ドまたは©ステレオキー 
を押す。 

サラウンドでは U アルな臨場感を、ステレオ 

では高品質な音声を楽しめまず。 

か -ヒント 

-ステレオではビーム化しない通常の音声びフロ 
ント左/ちチヤンネルから出力されます。マル 
チチヤンネルソースはフロント左/ちチヤンネ 
ルし i (外のチヤンネル音声をフロント左/ちチヤ 
ンネルにミックスして出力します。 

-ステレオで再生しているとをは、シネマ DSP (33 
ページ）、 および デコーダー 切替 （3 日 ページ） の 
機能は無効です。 


A シネマ DSP を楽しむ 

シネマ DSP (デジタル•サウンドフィールド’ 
プ□セツサー）とは、世界の著名なコンサー 
トホールや劇場などで測定したデータに基づ 
く音場（音の広びり）技術を応用ずることに 
より、ご家庭で映画館のよラな視聴体験を実 
現ずる機能のことでず。 

ぶ'- ヒント 

■シネマ DSP を楽しむとさは、©サラウンドキー 
を押して本機をサラウンド再生状態にしてから 
下記の手順を操作して < ださい。 

-し U 下の場合はシネマ DSP の機能は無効です。 

-2チヤンネルステレオで再生している 
- HD オーディオ信号を再生している 
-ヴンプ U ング周波数び9日 kHz を超える信号を 
再生している 

-プ U アウト端子から音声信号を出力している 

1 選択したい®シネマ DSP キーを 
押す。 

選択したカテゴ U びフ□ントパネルディ 
スプレイに表示され、シネマ DSP インジ 
ケーター （13 ページ）び点灯しまず。 

2 カテゴリび表示されている間に、 

⑥シネマ DSP キーを繰り返し巧 
す。 

プ□グラムび切り替わりまず。 

ぶ'- ヒント 

-シネマ DSP をオフにするには、1」モコンの©切 
キーを押して < ださい。 


本機について 


準備ずる 



設定ずる 


付録 
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映画 ( MOVIE ) 


SFX 

音楽および効果音び、 SF の映像空間を U アル 
に表現します。シ U アスでストー U- 性の高い 
SFX 映画に適しています。_ 

Adventure ( アドベンチヤー） 

音の立体感び強く、アクションならではの痛快 
な臨場感をつくりだします。_ 

Spectacle ( スペクタクル） 

ワイドな空間をイメージでをる臨場感をつくり 
だします。手に汗握るパニックシーンなどビジユ 
アルインパクトの強い作品に適しています。 


音楽 ( MUSIC ) 


Music Video (5 ュージックビデオ） 

□ックやジャズなどのライブコンヴート会場の 
臨場感をつ<りだします。映像/音場空間びス 
ク1」ーン周囲に大をく広びり、熱狂的な雰囲気 
を感じることびできます。_ 

Concert Hall ( コンサートホール） 

5ュンヘンにある2500席程度のコンヴート 
ホールの1階座席にいるよ5な臨場感をつくり 
だします。豊麗な響をと落ち着いた雰囲気を感 
じることびできます。_ 

Jazz Club ( ジャズクラブ） 

ニューヨークにかつて存在したライブ八ウス 
r ヴ-ボトムライン」のステージ正面にいるよラ 
な臨場感をつくりだします。左ちの幅び広<、 

1」アルな濯動感を感じることびでをます。 


エンタテイメント 

( ENTERTAINMENT ) 


Sports ( スポーツ） 

スポーツ中継のステレオ放送では、解説は中央 
に定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲に大をく 
広びって、スポーツ観戦の醒酬味を味わラこと 
びできます。_ 

Variety ( バラエティー） 

トークの聞を取りやすさはそのままに、客席の 
販やかさび周りを包み込んで、ま組の楽しさび 
倍増します。バラエティーま組、トークショー 
などをライブ感豊かに楽しめます。_ 

Drama ( ドラマ） 

セ U フは明瞭さをなちつつ質感を高め、効果音 
や BGM には自然な雰囲気と立体感を与えます。 
シ U アスなドラマから=ユージカルやコメディ 
まで、 ja 広いジャンルのま組に対応します。_ 

Game ( ゲーム） 

RPG や、アドベンチャーゲームなどに最適な 
音場です。映画用の音場効果などを用いて、プ 
レイ中のフィールドの奥行をや立体感を演出し、 
ムービーシーンでは映画的なサラウンド効果を 
楽しめます。_ 

Mch Stereo ( マルチチヤンネルステレオ） 

フ□ントおよびサラウンドの左からは L C h の 
音声を、フ□ント及びサラウンドのちからは R 
巳 h の音声を出すことで、広いエ U アでステレ 
才音声をお楽しみいただくことびでをます。ホー 
ムパーティーなどを行ラとをに最適です。 



















• サラウンドの音声お力 
方法を切り替える 

ビームの出カチャンネル数や出力方法を設定 
します。 


1 ①設定 キーを 巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 


2 ⑥ ▲ /▼ キーと⑥巧をキーを 
巧して、「サウンド出力設定」^ 
厂ビー ム出力設定」-「チヤンネル 
アウト」を選択する。 


3 這) i /> キ-を巧して、出力する 
チヤンネル数を選択する。 

選択項目：已 . Ich 、7.1 ch 
初期設定： 7. 1巳 h 


4 ⑥▼キー を押して、 厂ビ’一厶モー 
ド」を選択ずる。 


5 ⑥イ/►キーを鄰しで 、設定する 
音声出力方法を選択する。 


6 ①設定キーを押して、設定を終了 
する。 


5.1 か選が時 
己ビーム 



フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ 
ちの各チヤンネルからビーム音声を出力しま 
す。已 . Ich のサラウンド効果をを分に楽しみ 
たい場合に効果的でず。 


ステレオ + 3ビーム 




フ□ント左/ちのステレオ音声に加え、セン 
ター、サラウンド左/ちの各チヤンネルから 
ビーム音声を出力しまず。サラウンド左/ち 
チヤンネル音声出力はフ□ント左/ちチヤン 
ネルのビームを使用します。ライブ DVD な 
どの鑑賞に最適でず。 


3ビーム 




フ□ント左/ち、センターの各チヤンネルか 
らビーム音声を出力しまず。マルチチヤンネ 
ルソースのサラウンド左/ちチヤンネル音声 
はフ□ント左/ちチヤンネルにミックスされ 
ます。ご家族で映画を見るとさや、後方の壁 
に近い位置で試聴しているとさに最適でず。 



3已 











































7.1 ch 選が時 

已 ビーム プラス吕 



フ□ント左/ち、センター、サラウンドバッ 
ク左/ちの各チヤンネルからビーム音声を出 
力します。サラウンド左/ちチヤンネルはフ 
□ント左/ち、サラウンドバック左/ちチヤ 
ンネルにミックスされまず。 7.1 巳 h のサラウ 
ンド効果をを分に楽しみたい場合に効果的で 
ず。 

ステレオ+ 3ビームプラス吕 


>2 チヤンネル ソース を 
サラウンドで楽しむ 

2チヤンネル ソース （アナ□グ ソース や CD 
など）をデコードし、最大 7.1 チャンネルで 
再生でさまず。各デコーダーはそれぞれに特 
長びあるため、デコーダーを切0替えること 
によってさまざまなサラウンド効果び楽しめ 
ます。 

み- ヒント 

■デコーダーの切替は、サラウンド再生 （33 ぺ一 
ジ）びオンのとをに有効です。 

-「チャンネルアウト」の設定 （3 已ぺージ）によ 
り、選択でをるデコーダーは変化します。 



フ□ント左/ちのステレオ音声に加え、セン 
ター、サラウンドバック左/ちの各チヤンネ 
ルからビーム音声を出力しまず。サラウンド 
左/ちチヤンネル音声出力はフロント左/ち 
ステレオ音声とサラウンドバック左/ちチヤ 
ンネルのビームを使用しまず。ライブ DVD 
などの鑑賞に最適でず。 


3 ビーム 




フ□ント左/ち、センターの各チヤンネルか 
らビーム音声を出力しまず。マルチチヤンネ 
ルソースのサラウンド左/ち、サラウンドバツ 
ク左/ちチヤンネル音声はフ□ント左/ち 
チヤンネルに三ツクスされまず。ご家族で映 
画を見るとさや、後方の壁に近い位置で試聴 
しているときに最適でず。 


(0 ) デコーダーキーを 繰り返し巧ず。 

選択でをるデコーダーとおずずめの ソース 


2 ch 一 已 ch 


デコーダー 

おずずめの ~ 
ソース 

PRO LOGIC 



(ドルビー 
プ□□ジツク） 


ずべての ソース 

PLE 

Movie 

映画 

( ドルビー 

Music 

音楽 

プ□□ジツク n ) 

Gam 白 

ゲーム 

Ne 日:目 

Cinema 

映画 

(DTS Ne 日:目） 

Music 

音楽 


2 ch 一 7 ch 


デコーダー 

おずずめの 
ソース 

PLlIx 

Movie 

映画 

( ドルビープロ □ 

Music 

音楽 

ジック nx ) 

Gam 白 

ダーム 

Ne 日:目 

Cinema 

映画 

(DTS Neo : 色） 

Music 

音楽 









































已 .1 チヤンネルソースをデコードし、最大 7.1 
チヤンネルで再生でさまず。入力信号に応じ 
て、 LU 下のデコーダーび自動的に選択されま 
す。「チヤンネルアウト」を 「7.1ch」 に設 
定してください （3 巳ページ） 


已 .Ich 入カ ソース 

デコーダー 

PCM 、 AAC 、 ドルビー 
デジタル、 ドルビーデ 
ジタル EX 、 ドルビー 
TrueHD 、 ドルビーデジ 
タルプラス 

ドルビープ□□ジック nx 
Movie / Music 

DTS デジタル、 DTS 

ES matrix、DTS HD 
Master Audi 日 、 DTS 

HD High Resolution 
Audio 

DTS ES matrix 

DTS ES discrete 

DTS ES discrete 


み-ヒント 

-ドルビープ□ロジック llx デコーダーの Movie と 
Music を切り替えるには、 ® デコーダーキーを 
繰り返し押してください。ドルビープ□□ジッ 
ク nx Music デ〕ーダーに切り替えるには PLnx 
Music を、ドルビープ□ロジック nx Movie デ 
コーダーに切り替えるには PLnx Music し义外を 
選択してください。 


• 5. 7 チヤンネル ソース 
を 7.1 チヤンネルで再 
生ずる 
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FM 放送を聴 < 


L ソ下の2種類の方法で FM 放送を受信でさまず。 

ノー マルチ ユー ニン グモー ド 

放送局をサーチした0、周波数を直接指定し 
たりして受信しまず。 

プ IJ セツトチユーニングモード 

放送局をプリセット（登録）し、プリセット 
番号を指定して放送局を呼び出しまず。 

か ヒント 

•受信感度び最良になるよラに、 FM アンテナの向 
さや位置を調節してください。 

9 放送局を受信する 

(ノ ー7 ルチュ—ニング) 


1 ⑩ FM キ~を押す。 

FM 受信モードに切0替わ0まず。 

- 

-フロントパネルの INPUT キーで FM 受信モー 
ドに切り替えた場合は、 手順2に進む前に U 
モコンの® FM キーを押してください。これに 
より、手順2し:!降の操作びでさるよラになりま 
す。 


艺⑤ 選局へ〜キーを巧す。 

放送局を受信すると、フ□ントパネルディ 
スプレイの TUNED インジケーターび点 
灯しまず。放送局をステレオで受信して 
いる場合は、 STEREO インジケーターを 
表示されます。 

関連機能 ： 「FM Mode 」 44ページ 



⑥選局へ/ V キーの巧し方に応じて、 
じ(下のよラに動作び変わりまず。 


キーを1砂な上巧し続けた場合（自動選局） 

現在の周波数前後にある受信可能な放送局を 
自動的にサーチしまず。電波び強く、受信を 
妨げる障害物びない場合に効果的でず。ヴー 
チび始まったらキーから手を離してください。 

キーを巧してすぐにがした場合（手動選局） 

周波数を 0.1 ずつ増減しまず。受信したい放 
送局の電波び弱<、自動選局ではラま<受信 
できない場合に使用しまず。 


3 周波数を直接指定して受信する場 
合は、⑩数字キーを押して 、周波 
数を入力する。 

ル数点は省略して入力してください。例 
えば、 77. ] MHz の放送局を受信ずる場 
合は「771」と入力してください。 

. プ1」セットチューニング中に⑩数字 キーを 押 
すと、プ U セット番号び選択されます。⑤選 
局へ/ v キーを押してノーマルチューニ 
ングモードに切り替えてから操作してくださ 
し、。 


か -ヒント 

-受信状態び悪く聴をづらい場合は、モノラルで 
受信すると良好な受信感度び得られます。オプ 
シヨンメこユー 「FM Mode 」 で 「 Mono 」 を選 
択してください （44 ページ）。 
















A 放送局を登録して受信する 
(プ U セットチューニング) 

放送局は40局まで登録でさまず。「オート 
プリセット」または「マニュアルプリセット」 
のいずれかの方法で放送局を登録してくださ 
い。 

オートプ U セットで登録する 

電波の強い放送局を自動的に検出し、登録し 
ます。 


1 ⑩ FM キ~を押す。 

2 ①オプションキ~を押す。 

オプションメニュー(43ぺージ)びフ□ン 
トノ（ネルデイスプレイに表おされまず。 


3 ⑥ ▲/ ▼キーで 「Auto 

Preset 」 を選択し 、⑥巧ぞキーを 
巧す。 



約已秒後に登録を開始しまず。 



プリセツトま号 周波数 


か- ヒント 

-©ミ夫定キーを押した後に©^/'^キーを押す 
と、オートプ U セットを開始するプ U セットま 
号を選択でをます。 

■登録を中止したい場合は、①戻るキーを押して 
<ださい。 

登録び完了ずると 、 「preset Complete 」 
と表示されます。 


4 ①オプションキーを押して 、オプ 
ションメニューを終了する。 

マニュアルプリセットで登録する 

電波の弱い放送局を手動で登録しまず。 

1 放送局を受信する。 


2 ⑥メ f ソーキー を押す。 

フ□ントパネルディスプレイに 「Manual 
Preset 」 と表おされ、しばらくずると登 
録先となるプ U セツト番号び表示されま 
ず。 

ぶ'- ヒント 

•⑤メモ U - キーを2秒じ(上押し続けると、手 
順3〜4を省略して、前回登録したプリセット 
番号の; 欠に空いているま号に放送局を登録しま 
す。 


3 ⑥ プリセット キーを 押し 

で 、登録先のプリセット番号を選 
択する。 

空のプ U セット番号を選択ずると 
「 Empty 」 と表示されまず。登録済みのプ 
U セット番号を選択した場合は、登録さ 
れている周波数びプ U セツト番号のち側 
に表示されまず。 



ぶ- ヒント 

-⑩数字キーを押してプ U セツトま号を選択する 
ことちでをます。 

4 ⑥メ f ソーキー を押す。 

放送局を登録します。登録び終わると、 
元の表おに戻0まず。 
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か- ヒント 

-①戻るキーを押す（または約30秒間操作をしな 
し、）と、登録を中止でをます。 

登録した放送局を呼び出ず 
(プ U セットチューニング） 

プ U セットした放送局を呼び出しまず 。 ®FM 
キーを巧してから、じ(下の手順を操作してく 
ださい。 


⑤プリセットク：/〉ぐキーを押して、 
プリセット番号を選択する。 

み- ヒント 

-登録されていないプ U セットま号はスキップさ 
れます。 

•全てのプ1」セットま号び未登録の場合は、「 N 0 
Presets 」 と表示されます。 

. プ1」セットチューニング中は、⑩数字キーを 
押してプ U セットま号を選択することちでをま 
す。 

-ノーマルチューニング中に⑩数字キーを押す 
と、周波数び入力されます。⑤選局へ/\/ 
キーを押してプ U セツトチューニングモードに 
切り替えてから操作してください。 


プリセツト放送局の登録を解除する 

プ U セツトした放送局の登録を解除しまず。 


1 © FM キ~を押す。 

FM 受信モードに切0替わ0まず。 

2 ① オプションキーを排す。 

オプションメニユー(43ぺージ)びフ□ン 
トノ（ネルディスプレイに表示されまず。 

3 ©▲/ ▼キーで 「Clear 

Preset 」 を選択し 、⑥ ぞキーを 
押す。 

プ U セツトした放送局び表示されまず。 



登録を解除ずるプリセツト放送局 


か -ヒント 

•登録の解除を中止したい場合は、①戻るキーを 
押して < ださい。 


4 ⑥ ▲ /▼ キーで、 登録を解除す 
る放送局を選択し 、⑥ ぞキーを 
押す。 

プ U セット放送局の登録を解除しまず。 
登録を解除ずると、 「 Cleared 」 と表おさ 
れます。複数のプ U セット放送局の登録 
を解除するには、手順4を繰り返し操作 
してください。 


5 ①オプションキーを押して、 オプ 
ションメニューを終了ずる。 















iPod / iPhone を再生する 

別売りの iPod 用ワイヤレストランスミッター ( YIT - W 10) に iPod / iPhone を接続すれば、 
iPod / iPhone を U モコンのように使いなびらワイヤレスで再生できます。 

iPod / iPhone と YIT - W 10 の接続： YIT - W 10 に付属の取扱説明書参照 


関連機能： 「 iPod パワー連動」己曰ページ 

:ぶ- ヒント 

-本機は UTF の iPod/iPhone に対応しています。 

- iPod 第 5 世代 
- iPod classic 
- iPod touch 
- iPod nano 
- iPhone 
- iPhone 3G 
- iPhone 3GS 
(200 目年 8 月現在） 

- ' 

-第 4 世代 U (前の iPod 、 Dock コネクターの 
ない iPod、iPod photo、iPod mini には 
対応していません。 

- Y1T-W10 を使用して iPod/iPhone を再生 
している場含は自動設定を実行でさませ 
ん。自動設定を実行するには再生を停止 
し、 iPod/iPhone を YIT-W1 日から取り外 
して < ださい。 


iPod/iPhone および V 7 T -1/ I / 7日を 
接続し、 再生を開始する。 



み- ヒント 

- iPod/iPhone の再生を開始すると、本機は自動 
的に!; TF のよラに動作します。 

-本機の電源びオンの場合は、入カソースび 
iPod に切り替わります。 

-本機の電源びスタンバイの場合はオンにな 
り、入カソースび iPod に切り替わります。 

. ⑩ iPod キーを押して入カソースを切り替えるこ 
とちでをます。 

• iPod/iPhone で音量を操作して、本機の音量を 
調節することちでをます。 

•し U 下の場合、本機の電源は自動的にスタンバイ 
になります。 

- iPod/iPhone を YIT-W 10 から取り外した 
- iPod/iPhone をス U- プ状態にした 


本機について 


準備ずる 



設定する 


付録 
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便利な機能を使用する 

〇 音量の急激な変化をおさえる 
(ユニポ U ユー ム) 

テレビを視聴中、じ(下のよラな場合に、過大 
な音量の差を補正して聞さやずくしまず。 

-チヤンネルを切0替えた 

-番組から CM へ変わった 

-番組び終わって次の番組び始まった 

初期設定ではオンに設定されていまず。 

@ ユニボ U ユームキーを 押す。 

フ□ントパネルディスプレイに 
UNIVOLUME インジケーター 
(13 ページ）び点灯しまず。 

か ヒント 

•ユニボ U ユームをオフにするには、もう一度® 
ユニボ U ユー ムキーを押して<ださい。 

•音楽ソースを再生するとさは、オフにすること 
をおすすめします。 

9 HDMI コントロール機 
能を使用する 

HDMI を使用したコント□ール機能に対応し 
ているテレビ（一部を除く）と本機を HDMI 
で接続した場合、テレビの U モコンで本機の 
L ソ下の機能を操作でさまず。 

電源のオン/スタンバイ（テレビ連動） 

音量の調節 

音声を出力ずる機器の切り替え 
(テレビな本機） 


か -ヒント 

- HDMI を使ったコントロール機能に対応している 
テレビでも、上記の機能び操作でをないものび 
あります。詳しくはテレビに付属の取扱説明書 
をご覧ください。 

. HDMI を使ったコントロール機能に対応している 
ブルーレイレコーダー /DVD レコーダーなどを 
HDMI で接続している場合は、それらの機器ち連 
動して操作でをます。詳しくはご使用の機器に 
付属の取扱説明書をご覧< ださい。 

■テレビおよびブルーレイレコーダー、 DVD レ 
コーダーなどの機器は、同ーメーカーの製品で 
統一することをおすすめします。 

-接続可能な機器に関する最新の情報は下記 WEB 
サイトをご覧ください。 
http :// www . yamaha . co . jp / product / av / 
support / hdmi _ cec / 

HDMI コント□ール機能を使うには 、 HDMI 

コント□ール機能の設定、および HDMI 機器 

のテレビへの登録び必要でず。 

か -ヒント 

. HDM ロントロール機能を設定するだけで本機能 
を使用でをる HDMI 機器もあります。この場合、 
HDMI 機器のテレビへの登録は必要ありません。 

HDMI コント□-ル機能の設定 


1 HDMI で接続しているすべての機 
器の電源をオンにする。 


2 HDMI で接続しているすべての機 
器の設定を確認し 、コントロール 
機能を有効にする。 

本機側では、 「 HDMI コント□-ル」び「才 
ン」に設定されていることを確認しまず(已已 
ぺージ)。 

外部機器側については、機器に付属の取 
扱説明書をご覧 < ださい。 





3 テレビの電源を一度オフにし、再 
びオンにする。 

HDMI 機器のテレビへの登録 


1 テレビの入力を、本機に切り醬え 

*5。 


2 本機に接続した、 HDMI コン ト □- 
ル機能に対応している ブルーレ 
イレコーダーまたは DVD レつ一 
ダーの電源をオンにずる。 


3 本機の入力をブルーレイレコ~ 
ダーまたは DVD レコーダーに切 
り替えて、 レコーダー の画像が正 
しく映るかを確認する。 

- 

-本機び動作しない場合は、し U 下のことをご確 
認ください。テレビの電源をオン/オフした 
り、電源プラグをコンセントに接続し直した 
りすると、正常に動作する場合ちあります。 

- 「 HDM ロントロール」（已已ぺージ）び「才 
ン」に設定されている 

-テレビ側の設定で HDMI コントロール機能び 
有効になっている 

-接続方法や接続機器を変更した場合は、手順 
1〜3を再度操作してください。 


® ス U — プタイ7—を使 
用する 

一定時間経過後に本機の電源を自動的にスタ 
ンノ（イにしまず。 


1 ⑩スリープキーを繰り返し巧す。 

スタンノ（イ状態になるまでの時間び切り 
替わりまず。フ□ントパネルディスプレ 
イに SLEEP インジケーター (1 3ぺージ) 
び点滅しまず。 



2 しばら < の間操作をしない。 

SLEEP インジケーターび点抑こ変わり、 
ス U —プタイマーび設定されまず。 

- 

•電源をスタンバイにすると、ス1」ープタイ 
マーは 解除されます。 


• 入カソースごとの設定を変更 
ずる(オプションメニュー) 

使巧頻度の高い設定項目を、入カソース （TV 
/ HDMI 1〜4 / AUX ] 、2/ FM ) ごと 
に設定しまず。入カソースにより、設定でき 
る項目は異なりまず。 


1 ⑩入力選択キーを巧す。 

設定を変更する入カソースを選択しまず。 


本機について 


準備ずる 



設定ずる 


付録 
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2 ①オプションキ~を押す。 

オプションメニュー(43ぺージ)びフ□ン 
トパネルディスプレイに表示されまず。 



3 ⑥ ▲ /▼ キーで項目を選択し、 
©ミ夫定キーを巧ず。 

4 ⑥イ /►キーを鄰しで 、設定値を 
変更する。 


5 ①オプションキーを押して 、オプ 
シヨンメニューを終了ずる。 


オプシヨンメニユー項目一覧 

各入カソースには、じ(下のよラなメニューア 
イテムびありまず。 


入力 

ソース 


メニユ 

-項目 


HDMI 

1〜4 

Volume 

Trim 

D 白 coder 

Mode 

TV 

Volume 

Trim 

D 白 coder 
Mode 



AUX 

1〜2 

Volume 

Trim 

D 白 cods 广 

Mode 



FM 

Volume 

Trim 

FM 

Mode 

Auto 

Pr 白 s 白 t 

Clear 

Pr 白 s 臣 t 

iPod 

Volume 

Trim 





各メニュー項目の内容はな下のとおりでず。 
現在選択している入カソースに設定び反映さ 
れます。 


:かヒント 

■ 「*」は初期設定を表しています。 


さ端子の入カレベルを調節する 
(Volume Trim ) 

端モごとに入カレベルを設定して、ソースに 
より異なる音量のばらつさを調節しまず。 

巧変範囲：一己. OdB 〜0.0 dB * 〜 

+ 己 ' OdB 

再生する音芦信号を切り替える 
(Decoder Mode ) 

再生ずる音声信号を還択しまず。 

選択項目 ： AUTO V DTS / AAC 

AUTO :本機び自動的に選択して再生しま 
す。通常はこのモードを選択してく 
ださい。 

DTS : DTS 信号を再生しまず。 DTS 信号を 
入力している場合、 「 AUTO 」 よりち 
安定して再生でをまず。 

AAC : AAC 信号を再生しまず。 AAC 信号を 
入力している場合、 「 AUTO 」 よ0を 
安定して再生でさまず。 

FM 放送の受信方法を選択ずる 
(FM Mode ) 

FM 放送をステレオで受信するか、モノラル 
で受信ずるかを選択しまず。 

選択項目： Stereo*、Mono 

Stereo :ステレオで受信しまず。 

Mono :モノラルで受信しまず。ステレオよ 
りを良巧な受信感度び得られまず。 

自動的に FM 放送を登録する 
(Auto Preset ) 

電波の強し顺送局を自動的に検出し、登録（プ 
リセット）しまず （3 日ぺージ)。 





















プリセツト放送局の登録を解除ずる 
に lear Preset ) 

プ U セツトした放送局の登録を解除しまず (40 
ページ)。 

9 入力信号の各種情報を 
表术する 

入力信号のサンプ IJ ング周波数、および映像 
の種類、解像度の情報を、入カソースごとに 
フ□ントパネルディスプレイに表示しまず。 


1 情報を表示したい入カソース ( TV . 
AUX 1 〜2、 HDMIl 〜 4) を選 
がし、 ® 表示キ~を巧す。 



2 ⑦表示キーを繰0返し鄰しで、表 
示する情報を切り替える。 

サンプリング周波数 （Audio Sampling) 

32 / 44. 1 / 48 / 64 / 88.2 / 9 白 kHz 

映像信号 (Video Signal In) 

入力信号の種類 

HDMI / DVI / Analog (アナ□グ） 

入力解像度 

4801/ 480p / 720p/ 1 080i / 

] 080 D 


A 画面表示言語を切り替 
ぶる 

テレビ画面に表おされるメニューなどの表示 
言語を切0替えまず。 


1 ①設定キーを長巧しする。 


3)LANGUAGE SETUP 

— JAPANESE 
ENGLISH 

[▲レ【▼】：移画 
ほま]:まを 


2 ⑥ ▲ /▼ キーで 言語を選択し、 
©巧定 キーを 巧ず。 

選択項目： JAPANESE (日本語)、 
ENGLISH (英語） 

初期設定： JAPANESE 


本機について 


準備ずる 



設定ずる 


付録 


4已 
























設定する 

本機を手動で設定する 

手動による本機の設定ち法を中むに説明します。 

A メニ J --M 


メニュー サブメニュー 内容 

ぺージ 

^モ U - 

メモ IJ 一呼び出し 

設定内容を呼び出します。 

29 

メモ1」一保を 

設定内容を f 呆なします。 

28 

自動設定 

ビーム調整+音質調整 

ビームと音質を自動的に設定します。 

24 

ビーム調整 

ビームを自動的に設定します。 

24 

音質調整 

音質を自動的に設定します。 

24 

詳細設定 

設置視聴環境 

設置状態や IJ スニング環境を設定します。 

47 

ビーム調整 

ビームの向をと距離を設定します。 

48 

Lch / Rch 位置調整 

左ちの音のバランスを調節します。 

49 

サウンド設定 

1-ーンコント□-ル 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

已〇 

サブウーファー設定 

サブウーファーに関する設定をします。 

50 

映像と音声のタイ S ング調整 

音声出力のタイ S ングび映像と一致するよラ調節し 
ます。 

已1 

ダイナ S ックレンジ 
コント□ール 

ダイナブックレンジの設定をします。 

已1 

BASS EXTENSION 

低音を豊かに再生します。 

已2 

MUSIC ENHANCER 

圧縮音声を豊かに再生します。 

52 

チヤンネルレベル 

各チャンネルの音量を調節しまず。 

曰2 

サウンド出力 
設定 

ビーム出力設定 

ビームの出力方法を切0誓えます。 

己2 

音声出力設定 

音声出力を切り誓えます。 

52 

入力設定 

入力端子設定 

音青入力端子の設定を変更します。 

已3 

入力端テ名変更 

入カソースの表示名称を変更します。 

54 

HDMI 設定 

HDMI に関する設定をします。 

已已 

ワイヤレス機器設定 

ワイヤレス接続に関する設定をします。 

己已 

表示設定 

本体表示設定 

フ□ントパネルディスプレイ表示を設定します。 

已色 

メニュー画面設定 

メニュー画面に関する設定をします。 

曰色 

LANGUAGE SETUP 

メニュー画面の表示言語を設定します。 

己色 






































’ユ—の操作手順 


①設定 キーを 巧す。 


••メモ U - 
.自動設ミ 
.註细設ミ 
•サウンド設を 
•サウンドお力設を 
•入力設を 
•表示設を 

[▲し■[▼い移動 
ほ定]:ミ巧 


⑥ ▲ キーで 項目を選択し、 

©決定 キーを 巧す。 


。詳 n 設定 


— 1 ) 設置巧提居境 

2) ビ-ム勇養 

3) Lch / Rch 位置勇整 




み-ヒント 

-1つ前の表示に戻りたい場合は、①戻るキーを押 
してください。 

3 ◎▲/▼/イ/ ►キーと⑥巧定 

キーを押して、項目の選択や決定、設 
定の変更をずる。 

ぶヒント 

■ 「*」は初期設定を表しています。 

設定中に®入力選択キーを押ずと、メニュー画面び 
消无ます。 


4 ①設定キーを押して、設定を終了する。 


> 設置環境やビ_ムを設 
定ずる 

自動設定 (23 ページ）の内容を手動で調節します。 
自動設定の値を生かしながらビームを微調節する 
には、「ビーム調整」、および 「 Lch / Rch 位置調 
整」で設定を変更して<ださい。 

U スニング環境を設定する 
(メニュ ー-^詳細設定^設置視聴環境） 

本機の設置状態や視聴位置を設定します。 

ぶ'-ヒント 

•本設定を変更すると、「ビーム調整」を自動的に適切 
な値へ変更されます。 




本設定を変更すると、自動設定のビームデータは失 
われます。 


1 設置視聴環境1/ 3の r 本体設置位置」を 
設定ずる。 

本機の設置場所を設定します。 


選択頂目：壁置さ*、コーナー置を 




壁と並巧に設置 


部屋の コーナーに 設置 




設定を変更すると、「ビームモード」の設定を自動 
的に変更されます （3 己ページ）。 


2 設置視聴環境1/ 3の r 本体の高さ」を設 
定ずる。 

床から本機までの高さを設定します。 


本機について 


準備ずる 


巧生ずる 



付録 
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巧変範囲： 0.0 m 〜1 . Om * 〜 3.0 m 



3 設置視聴環境2/3を設定ずる。 

1」 ス ニン グルームの 長さと幅を設定します。 
巧変範囲： 2.0 m 〜1 2.0 m 


r 本体設置位置」を「壁 
置さ」に設定した場含 
は、リスニングルーム 
の幅と本機から後方ま 
での長さを設定します。 


ビームの向きと距離を設定ずる 

(メニユー-^詳細設定ービーム調整） 

ビームの向をと距離を設定します。 

ぶ'-ヒント 

-自動設定 （23 ぺージ）または r 設置ネ翔旣 i 境」の設定に 
よ0、各項目は自動的に設定されています （ 「焦点距 
離」の「センター」は除く）。 

-「ビームモード」 （3 已ぺージ）の設定により、設定でき 
ないチヤンネルは「——」と表示されます。 

-丫 IT - W ] 日に接続した iPod/iPhme を再生中に「ビー 
ム調整」の設定を変更ずる場合、 SWK - W 1 日に接続し 
たサブウーファーか日、 iPod/iPhone の音声び出力さ 
れます。ビーム調整中は iPod/iPhone を停止させるこ 
とをおずすめします。 

1 bk 平ち度」を設定ずる。 

テスト音を聴さなびら、ビームの水平方向の角度をチヤ 

ンネルごとに調節します。 

左ち向に調節すると音声出力は左ち向へ移動し、 

ちち向に調節するとちち向へ移動します。 



r コーナー置を」に設定 
した場合は、視聴位置 
左側前ちの壁の長さと、 
ち側前方の壁の長さを 
設定します。 


4 設置視聴環境3/3を設定ずる。 

本機前面から視聴位置までの距離や、本機の中む 
から左側の壁までの距離を設定します。 

本機から視聴位置までの可変範囲： 

1 .8 m 〜 9.0 m 

本機から左側の壁までの可変範囲： 

0.目 m 〜11 -4 m 



1 .8m 〜 
9.0m 



r 壁置き」の場合のみ 



可変範囲：左目日度〜ち目日度 



2 r 垂直ち度」を設定ずる。 

テスト音を聴をなびら、ビームの垂直ち向の角度 
をチヤンネルごとに調節します。 

下ち向に調節すると音び出力されるち向は下ち向 
へ移動し、上方向に調節すると上方向へ移動しま 
す。 


可変範囲： 一4已度〜+ 4己度 
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(+) 

'グ 


0。 


乂 

(-) 


3 「ビーム経路長」を設定ずる。 

各チヤンネルのビームが、出力されてから壁には 
ね返って視聴位置に到達するまでの距離を設定し 
ます。この設定により、音の遅延量が補正され、 
各チヤンネルの音が同じタイ5ングで視聴位置に 
届<よラになります。 




「ビーム経路長」は r 水平角度」を調節した場合に 
のみ設定してください。 


巧変範囲：日. 3 m 〜 24.0 m 


ち図では、矢印の長さび 
ビームの経路長を表して 
いまず。 




センターチヤンネルについては、初期設定 
(- 0.5 m ) での使巧をおすすめします。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドを/ち 

巧変範囲：一1.日 m 〜+1 3.0 m 

センター 

巧変範囲：一1 .Om 0.日 m * 〜 

+ 1 3.0 m 


例 


フ□ント左チヤンネル 


センターチヤンネル 

す、 



若,层 




4 「焦点距離」を設定ずる。 

音びよくをこえる範囲（スイートスポット）の広 
さを調節します。 

本機は、下図のよラに音び一旦焦点を結び、その 
地点からまた広びるよラ設定されています。数値 
をルさく（一（マイナス）ち向に）設定するほど 
スイートスポットは広くなり、数値を大をく （+( プ 
ラス）ち向に）設定するほどスイートスポットは 
狭くなります。 


線 -ヒント 

. 自麵就 （23 ぺージ）ぉよび懐置視 ^ ItJ (47 ぺ一 
ジ）の設定では、スイートスポットび本機の幅よりか 
し広くなるよう自動的に調節されます。 

フ□ント左/ちチャンネルのバランスを 
調節ずる 

(メニユ ー- ^詳細設定一 Lch / Rch 位置調整） 

フ□ント左/ちチャンネルの音声が聞こえてくる 
方向が、センターに近い位置になるよラに調節し 
ます。 

左ちで音の聞こえて<る方向が不自然な場合に調 
節してください。 

「ビームモード」 （3 己ぺージ)を「己ビームプラス2」 
または「己ビーム」、「3ビーム」に設定している 
とさに調節でさます。 

「オン」を選択すると、音の方向を調節でさます。 

:ぶ'- ヒント 

-各チャンネルの音量レベルは、「チャンネルレベル」 
(52 ぺージ）で調節でをます。 

選択頃目：オフ*、オン 


本機について 


準備ずる 


再生ずる 



付録 




















































1 「左」を設定ずる。 

設定値（％)び上びるほどセンターから音び聞こ 
えるよラになります。 


サブウーファーを設定ずる 

(メニュー-►サウンド 設定ー サブウーファー 設定) 

サブウーファーに関する設定をします。 


可変範囲： 0% * 〜日己％ 


バス出力 

ほ音成分の出力先を設定します。 


調節しないとき 


フ□ント左チヤンネルを 
調節したときのイメージ 



2 「ち」を設定ずる。 

設定値 （ G / O ) が上がるほどセンターから音が聞こ 
えるよラになります。 


可変範囲：日％#〜95% 


フ□ントちチヤンネルを 
調節しないとさ 調節したとさのイメージ 




〇 音声を設定する 

音色を調節ずる 

(メニユ •■サウンド 設定-* ■卜ーンコント □ —ル) 

高音域と化音域の出カレベルを調節します。 

高音 

可変範囲：一10.0 dB 〜 OdB * 〜 

+ lO.OdB 


可を範囲：サブウーファー、フロントまたは 
自動* 

r サブウーファー」：ケーブルを使用してサフウー 
ファーを接続している場合に 
選択します。ほ音成分はサブ 
ウーファーから出力されま 
す。 

「フロントまたは自動」：ヴフウーファーを接続し 
ていない、またはワイヤ 
レスでサブウーファーを 
接続している場合に選択 
します。サブウーファー 
を接続していない場合 
は、化音成分はフロント 
ち/左チャンネルから 
出力されます。サフウー 
ファーと本機のワイヤレ 
ス接続び確立している場 
合は、サブウーファーか 
ら出力されます。接続び 
處断された場合は、自動 
的にフロントち/左チヤ 
ンネル出力に切り替わり 
ふ 〇 


ク□スオーバー 

r バス出力」を「サブウーファー」に設定している 
とさに、サブウーファーに出力するな音成分の周 
波数の上限を設定します。 

選択 I 頁目： 80 Hz 、 100 Hz 、 1乙 OHz * 


お音 

可変範囲：一10.0 dB 〜 0 dB *~ 
+ lO.OdB 


LFE レベル 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に含 
まれている LFE (低域効果音）の音量を調節します。 

可変範囲：一 20 dB 〜 OdB * 


已〇 














入カレベル 

音量:小 


入カレベル 

立里.-1- 

曰里.人 


選択項目：オン*'、オフ 


r オン」：テレビび自動補正機能に対応している場 
合に選択します。出カタイ5ングび自動 
的に調節されます。 

r オフ」：テレビび自動補正機能に対応していない 
場合や自動補正機能を使わない場合に選 
択します。 「 HDMI 」 で遅延時間を手動で 
調節でをます。 


距離 

サブウーファーから視聴位置までの距離を設定し 
ます。 

巧変範囲： 0.3 m 〜3.0 m * 〜1 5.0 m 

映像に合わせて音声の出カタイミングを 
調節ずる 

(メニュ ー- ►サウンド設定一映像と音声のタイミン 
グ調整） 

音声出力のタイ5ングび映像と一致するよラに補 
正します。 

AUTO LIP SYNC 

U ップシンクの自動補正機能に対応しているテレ 
ビと本機を HDMI で接続している場合に、出カタ 
イ5ングを自動的に補正します。 

選択項目：オン4、オフ 


ダイナミックレンジ圧縮を設定ずる 

(メニュ ー- ►サウンド設定一 DRC :ダイナ5ック 
レンジコント□-ル） 

音量を下げて再生したり、夜間に再生したりする 
とさのダイナ5ックレンジ（最大音量から最小音 
量までの差）を設定します。 

Adaptive DRC 

本機の音量とダイナ5ックレンジを連動して調節 
します。「オン」に設定すると、ダイナミックレン 
ジはし U 下のよラに調節されます。 

音量をルさくしたとを： 

ダイナ5ックレンジび狭くなります。大をな音は 
音量をルさめに、聞を取りにくいルさな音は大を 
めに再生します。 

音量を大をくしたとを： 

ダイナ5ックレンジび広くなります。小さな音か 
ら大をな音まで、ソースの持つ音量のまま再生し 
ます。 


TV 

テレビ端テから入力した音声信号の出力遅延時間 
を調節します。 

可変範囲： 0 msec >〜400 msec 

HDMI 

HDMI 入力端子から入力した音声信号の出力遅延 
時間を調節します 。 「AUTO UP SYNC 」 び「オフ」 
のとをに有効になります。 

巧変範囲： Omse 仁〜 30 mse 仁*〜400 msec 

AUX 1 / AUX 吕 

AUX 1 /AUX 2端子から入力した音声信号の出 
力遅延時間を調節します。 

巧変範囲： Omse 仁〜 30 mse 仁*〜400 msec 


r オン」：ダイナミックレンジを調節します。 
r オフ」：ダイナ=ックレンジを調節しません。 

か ヒント 

-「オスに設定すると、 「Dolby/DTS DRC」 び自 
動的に「最大」に設定されます。 

-ユニボI」ュームをオンにずると、本設定は無効になり 
ます。 

Dolby / DTS DRC 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイナ 
ミックレンジを設定します。 

選択項目：最ル/自動、標準、最大* 


本機について 


準備ずる 


再生ずる 



付録 



ifv 三 C 丑 
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最ル/自動：（最ル ） Dolby TrueHD 信号し分外の 
ビットスト U —ム信号再生時に、夜 
間やル音量でち聴をやすいダイナ 
ミックレンジに調節します。 

(自動 ） Dolby TrueHD 信号再生時 
に、入力信号からの情報に基づいて 
ダイナ5ックレンジを調節します。 
標準： 一般的な家庭用として推奨するダイ 

ナ5ックレンジです。 

最大： 入力された信号を補正せず、そのま 

ま再生します。 

か ヒント 

' 「最大」 U (外に設定ずると 、 「Adaptive DRC 」 び自 
動的に「オフ」に設定されまず。 

ほ音域を豊かに再生する 

(メニュ ー- ►サウンド設定一 BASS EXTENSION ) 

ほ音域を効果的に再生します。機能を有効にして 
いるとさはフロントパネルディスプレイに BASS 
EXT インジケーター (13 ページ）び点なします。 

選択項目：オフ、中、大 

r オフ」：入力信号をそのまま再生します。 
r 中」：ほ音域を適度に補完して再生します。 
r 大」：ほ音域を強めに再生します。 

圧縮音声を豊かに再生する 

(メニュ ー- ►サウンド醜一 MUSIC ENHANCER ) 

圧縮音声フォーマットのほ音域と高音域を強調- 
化張して、ダイナ5ックに再生します。機能を有 
効にしているとさはフロントパネルディスプレイ 
に ENHANCER インジケーター (13 ぺージ）び点 
なします。 

AUX 1 / AUX 2 

AUX 1/ AUX 2の音声をダイナ5ックに再生し 
ます。 

選択項目：オフ^オン 

iPod 

iPod / iPhone の音声をダイナミックに再生しま 
す。 

選択項目：オフ、オン* 


チャンネルごとに音量を調節ずる 

(メニユ ー- ►サウンド設定ーチャンネルレベル） 

チャンネルごとに出力されるテスト音を聞をなび 
ら、チャンネル間の音量バランスを調節します。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ち、 
サブウーファー、サラウンドバック左/ち 

可変範囲：一10.0 dB 〜+10.0 dB 


- 

-「チャンネルアウト」の設定により、調節でさる 
チャンネルは変化しまず。 

- r 音青出力」を「スピーカー」に設定している場 
合、サラウンドバック左/ちは調節でさません。 


9 音声出力を設定する 

ビームの出力ち法を設定する 

(メニユー-►サウンド出力設定ービーム出力設定） 

音声出カチャンネル数（已 ch /7 ch ) や音声出力 
ち法を切り替えます。 

詳細：「サラウンドの音声出力ち法を切り替える」 

3已ページ 

音声出力を切り替える 

(メニユー-►サウンド出力設定^音出力設定） 

音声信号を本機のスピーカーから出力するか、プ 
1」アウト端子から出力するかを設定します。 

音声出力 

音声信号の出力先を設定します。すべてのチャン 
ネル音声出力び一括して切り替わります。 

選択項目：スピーカー*、プ U アウト 

「スピーカー」：本機から出力します。 

「プ U アウト」：本機のプ U アウト端子から出力し 
ます。し:!下の「バスアウト」から 
「 LFE レベル」で外部 スピーカー 
や音声出力を設定して < ださい。 

:か ヒント 

-「バスアウト」 から 「 LFE レベル」までの設定は、 

音靑信号をプ IJ アウト端モから出力する場合の設定で 
ず。 
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バスァウト 

な音成分の出力先を設定します。「バスアウト」し:！ 
降は、音声信号をプ1」アウト端子から出力する場 
合の設定です。 

選択項目：ヴブウーファー、フロント* 

「サブウーファー」：サブウーファーから出力しま 
す。 

「フ □ン ト」 ； 外部 フロント 左/ち スピーカーから 
出力します。 

フ□ント スピーカー サイズ 

外部フロントスピーカーの大ささを設定します。 

選択項目：ル、大* 

r ル」：スピーカーびルさい場合（ウーファー □ 

径1己 cm 未満）に選択します。フロント 
左/ちチヤンネルのほ音域成分はサブウー 
ファーから出力されます。 

「大」：スピーカーび大をい場合（ウーファー□径 
1己 cm じ(上）に選択します。 

センタースピーカー サイズ 

センタースピーカーの大ささを設定します。 

選択項目：なし、ル> 

「なし」；センタースピーカーを接続していない場 
合に選択します。センターチヤンネルの 
信号はフ□ント左/ちスピーカーに振り 
分けられます。 

「ル」：センタースピーカーを接続している場合に 
選択します。センターチヤンネルのほ音域 
成分はサブウーファー（ない場合はフ□ン 
トスピーカー）から出力されます。 

プリアウトボリューム 

プ1」アウト端子の出カレベルを調節します。 

可変範囲： 一30.0 dB 〜一1 8.0 dB *~ 

O.OdB 

LFE レベル 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に含 
まれている LFE (低域効果音）の音量を調節します。 

可変範囲： 一 20 dB 〜 OdB * 


9 入力の設定を変更する 

端子の割り当てを変更する 

(メニュ ー- ^入力設定一入力端子設定） 

音声入力端テの割り当てを変更します。各端子に 
設定した割り当てに従って、入力選択時の音声が 
決定されます。画面上カッコ内の表示は初期設定 
です。 

関連機能；「音声選択」日日ページ 

オーディオ1 

オーディオ入カテレビ端テの設定を変更します。 

選択項目： TV *、 AUX 1、 AUX 2、 HDMI 1、 
HDMI 2、 HDMI 3、 HDMI 4 

^ - 

-「オーディオ2」ですでに選択されている入力は表 
示されません。「オーディオ2」で選択されている 
入力を設定したい場合は、「オーディオ2」で別の 
入力を選択してから本設定を変更してくださし、。 


オーディオ2 

オーディオ入力 AUX ] 端テの設定を変更します。 

選択頃目： AUX 1 #、 AUX 2、 HDMI 1、 

HDMI 2、 HDMI 3、 HDMI 4 、TV 

- 

-「オーディオ1」ですでに選択されている入力は表 
示されません。「オーディオ1」で選択されている 
入力を設定したい場合は、「オーディオ1」で別の 
入力を選択してか5本設定を変更してくださし、。 


オプティカル！ 

デジタル入カテレビ端テの設定を変更します。 

選択項目： TV *、 AUX 1、 AUX 2 、HDMI し 
HDMI 2、 HDMI 3、 HDMI 4 

- 

-「オプティカル2」または「コアキシャル」でずで 
に選択されている入力は表示されません。これ5の 
設定で選択されている入力を設定したい場合は、こ 
れ5の設定で別の入力を選択してか5本設定を変更 
してくださし、。 


本機について 


準備ずる 


再生ずる 



付録 
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オプティカル 2 

デジタル入力 AUX ] 端子の設定を変更します。 

選択頃目： AUX 1 *、 AUX 2、 HDMI 1、 

HDMI 2、 HDMI 3、 HDMI 4 、TV 


- 

-「オプティカル1」または「コアキシャル」ですで 
に選択されている入力は表示されません。これ5の 
設定で選択されている入力を設定したい場含は、こ 
れ5の設定で別の入力を選択してか5本設定を変更 
して < ださし、。 


コアキシャル 

デジタル入力 AUX 2端子の設定を変更します。 

選択頃目： AUX 2*、 HDMI 1、 HDMI 2、 
HDMI 3、 HDMI 4、 TV 、 AUX 1 


- 

-「オプティカル1」または「オプティカル2」ですで 
に選択されている入力は表示されません。これらの 
設定で選択されている入力を設定したい場含は、こ 
れらの設定で別の入力を選択してから本設定を変更 
して < ださし、。 


入カソース名を変更する 

(メニュ ー-^入力設定^入力端子名変更） 

入力選択時に表示される入カソース名を変更しま 
す。選択項目にある入カソース名から選ぶか、任 
意の名称を入力して < ださい。 

選択項目か6選ぶ場合 

1 ©▲/ ▼キーを巧して、名称を変更ずる。 
入カソースを選択ずる。 

2 ©イ/►キ—を押して、入カソース名を選択 
ずる。 


選択項目： TV 、 目 lu - ray 、 DVD 、 HDDVD 、 
ST 目、 Satellite、Game 


3 設定を終了ずるには、 ① 戻るキーを押す。 


任意の名称を入力する場合 

1 ⑥ ▲/ ▼キーを巧して、名称を変更ずる。 
入カソースを選択ずる。 

2 ⑤巧定キーを巧す。 

変更後の名称表示の上に、文字位置をおず「▼」 
び表示されまず。 

3 ⑥イ /►キ-を巧して、変更ずる文字位置を 
選択する。 

4 ⑥ ▲/ ▼キーを巧して、文字を選択ずる。 
5 手順 3 〜 4 を繰り返ず。 

6 入力び終わつた 5⑥ ミ夫定キーを巧す。 

7 設定を終了ずるには、 ① 戻るキーを巧ず。 


み -ヒント 

-表示できる文字は、 A 〜 Z 、 日〜目、 a 〜 Z 、 
記号！：！、？、<、>など）です。 










HDMI に関する設定をする 

(メニュー-►入力設定一 HDMI 設定） 

HDMI 信号や HDMI コントロール機能に関する設 
定をします。 

ヴ ポー ト音声 

HDMI 入力音声信号を再生する機器を設定します。 
「 HDMI コント□-ル」びけ:7」のときに機能び 
有効になります。 

か ヒント 

-本機の HDMI 入力端子に入力した HDMI 映像信号は、甫 
に本機の HDMI 出力端子へ出力されます。 

選択項目：（モデル名）>、それし U 外 

r (モデル名)」：入力された音声信号を本機で再生 
します。 

「それし U 外」： HDMI 出力端子に接続した機器で再 
生します。 

音声選択 

映像信号は HDMI 端子から、音声信号はオーディ 
才端モまたはデジタル端子から入力して再生した 
い場合に、 HDMI 音声信号のオン/オフを切り替 
えます。「入力端子設定」で音声端子の割り当てを 
rUDMI (1 〜4)」に設定し、信声選択」をけス 
に設定すると、 HDMI 端子からの映像と 「HDMI (1 
〜4)」に割り当てられた音声端子からの音声を再 
生します。 

選択項目：オフ、オン* 

HDMI コント□-ル 

HDMI コント□-ル機能 (42 ぺージ)のオン/オフ 
を切り替えます。 

選択項目：オフ、オン* 

「オフ」：コント□-ル機能を無効にします。本機 
の待機時消費電力をほ減でをます。 
「オン」：コント□-ル機能を有効にします。 


ワイヤレス接続機器の設定を変更する 

(メニュ ー- ►入力設定ーワイヤレス機器設定） 

ワイヤレス接続した iPod / iPhone やサブウー 
ファ ーの設定を します。 

ワイヤレス機器アクセス 

本機とワイヤレス機器 （ YIT - W 10、 SWK - W 10) 
間のワイヤレス通信のオン/オフを切り替えます。 

選択項目：はい*、いいえ 

r はい」：ワイヤレスで通信します。 
r いいえ」：ワイヤレスで通信しません。 

か ヒント 

-「いいえ」に設定ずると、 「 iPod バワー連動」び自動 
的に「オフ」に設定されまず。 

iPod パワー連動 

本機の電源オン/スタンバイと、 iPod/iPhone 
の電源オン/オフを連動させます。 

選択項目：オフ、オン* 

「オフ」：電源を連動させません。本機の待機時消 
費電力をほ減でをます。 

「オン」：電源を連動させます。 

グループの 

AirWired 対応のヤマ八製品をワイヤレス接続する 
ため、 I □を使用してグループ化します。本機およ 
び YIT - W 10、 SWK - W 10 を接続するには、すべ 
ての機器のグループ ID び一致するよラに設定して 
<ださい。 

選択項目： A ] *、 A 2、 A 3 、 BK B 2、 

B 3 

か ヒント 

- Yt-WlO のグループセレクト番号！〜3に相当する本 
機のグループ I □は A 1〜 A 3 でず。 


本機について 


準備ずる 


再生ずる 



付録 
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9 表巧の設定を変更する 

フ□ントパネルディスプレイ表示を設定 
する 

(メニュ •■表示設定一本体表示設定） 

フロントパネルディスプレイに関する設定を変更 
します。 

操作時の明るさ 

本体/1」モコンキー操作時のフロントパネルディ 
スプレイの明るさを調整します。 

選択項目：一2、一 1、オフ* 

非操作時の明るさ 

r 操作時の明るさ」の設定値を基準として、 a 常時 
(本体/ U モコンキー非操作時）のフ□ントバネル 
ディスプレイの明るさを調節します。数値びルさ 
くなるほど暗くなります。 

選択項目：非表示、一3、一2、一しオフ* 


メニュー 表示言語を変更ず る 

(メニュ ー- ►表示設定一 LANGUAGE SETUP ) 

メニュー画面の表示言語を設定します。 

選択項目: JAPANESE *, ENGLISH 

rJAPANES 曰：日本語で表示します。 
「 ENGUSH 」 ：英語で表示します。 


メニュー画面の設定を変更する 

(メニュ ー- ►表示設定--メニュー画面設定） 

本機のメニュー画面に関する設定を変更します。 

上下位置 

メニューを表示する位置を調節します。一（マイ 
ナス）方向にすると表示位置び上に移動し、 +( プ 
ラス）ち向にすると下に移動します。 


選択項目：一已〜±0*+已 

背景色 

壁紙の色を設定します。 

選択項目：ブルー\グレー、ブラック、パープ 
ル' レッド 


拡張メニユーを設定する 

各種設定をな護したり、工場出荷状態に戻した D します。 


1 ©電源キーを押して、本機の電源を 
スタンパ"イにする。 


2 本体の INPUT キーを押しなが5、リ 
モコンの ◎ 電源キーを押して電源を 
オンにする。 

フ□ントパネルディスプレイに 「ADVANCED 
SETUP 」 と表示されます。 



3 INPUT キーをはなず。 



INPUT 


4 の設定キーを押す。 


5 ⑥ ▲/ ▼キーで、 設定したいメ 
ニューをフロントノ (ネルディスプレイ 
に表示させ、©決定キーを巧す。 


表示例： 「DEMO MODEJ を還んだ場合 



かヒント 

-1つ前の表示に戻0たい場合は、①戻るキーを巧して 
ください。 


7 ©電源キーを押して、電源をスタン 
バイにする。 

再度◎電源キーを押して電源を入れると、設 
定されます。 

電源を入れたときの音量を固定する 
(TURN ON VOLUME) 

本機の電源をオンにしたとをの音量を、常に指定 
した値になるよラに設定します。 

調整範囲： OFF *、 01〜99 、 MAX (最大） 

音量最大値を設定ずる 
(MAX VOLUME SET) 

本機の音量を、指定した値より大さくでをないよ 
ラに設定します。 

調整範囲： 01〜日日、 MAX * (最大） 

フ□ントパネルの INPUT キー操作を 
無効にする （PANEL INP. KEY) 

フ□ントパネルの INPUT キーを押してち、入力び 
変わらないよラにします。操作を無効にするには、 
「 P . INPUT :0 FF 」 を選択してください。 

選択項目： P . INPUT :0 N *、 P . INPUT :0 FF 

フ□ントパネルキー操作を無効にずる 
(F.PANEL KEY) 

化張メニューし U 外の操作をフ□ントパネルキーで 
でをないよラにします。操作を無効にするには、 
「 F . PANELOFF 」 を選択してください。 

選択項目： F . PANELON *、 F.PANELOFF 


6 ◎イ /►キーをがしで、 設定を変更 
る。 


本機について 


準備ずる 


ち生ずる 



付録 
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■⑥ 

■© 


入力選択キー操作で本機の電源をオンに 
ずる (R.INPUT POWER) 

本機の電源びオフのとを、 U モコンの入力選択キー 
を押すと本機の電源びオンになるよラに設定しま 
す。電源をオンにするには、 「 R.INPUT PW : ON 」 
を選択してください。 

選択項目： R.INPUT PW : OFF *、 R.INPUT 
PW ; ON 

電源をオンにしたとをにスタンパイに(前 
の状態にする (AC ON STANDBY) 

本機への電源供給び一時的に遮断（コンセント 
を抜いた、または停電など）されたあと、電源 
供給び復帰したときに本機の電源をスタンバイ 
にします。電源をスタンバイにするには 、 「AC 
STANDBY : ON 」 を選択して<ださし、。 


スイープを停止させるには 

もう一度⑥切キーを押します。 

手動でビームの角度を調節ずるには 

スイープび停止しているときに©サラウンドキー 
/ステレオキーを押します。 

設定した內容を初期化する 
(FACTORY PRESET) 

各種設定をすべて工場出荷状態に戻します。工場 
出荷状態に戻すには、 rPRST : RESET 」 を選択し 
て < ださい。 

調整範囲： PRST : CANCEL *、 PAST : RESET 


選択項目 ： AC STANDBY ; OFF*、AC 
STANDBY ; ON 


メニューの設定内容を保護する 
(MEMORY PROTECT) 

メモ U —な巧した設定の内容を変更でをないよ 
うにします。内容をイ呆護するには、 「 PROTECT : 
ON 」 を選択してください。 

選択項目： PROTECT : OFF *、 PROTECT : 
ON 


デモモードで再生ずる 
(DEMO MODE) 

ビーム化された音声を1チャンネルで出力し、水 
平に動作（スイープ）させます。これにより、本 
機からビームびどのよラに出力されているか体感 
でをます。デモモードで再生するには 、 「BEAM 
DEMO : ON 」 を選択してください。 

調整範囲 ； BEAM DEMO : OFF*、BEAM 
DEMO ; ON 

音声をスイープさせるには 

電源をスタンバイにしてから再度オンにすると、 

フ□ントパネルディスプレイに 「 DEMO 」 と表示 
されます。入力音声を再生し、⑥切キーを押します。 


已8 


か部パワーアンプを使用して再生する 

外部パワーアンプをプ U アウト端テに接続して使用できまず。「音声出力」（已2ページ）を「プ 
U アウト」に設定し、 r プ U アウトバスマネージメント」でプ U アウトの設定をしてください。 

関連機能：「サラウンドの音声出力方法を切り替える」3已ページ 

設定：「音出力設定」已2ページ 


? ? ? ? 



〇フ □ントプリアウト端子 

フ□ント左/ちチヤンネルの信号を出力しま 

す。 

0 サラウンドプリアウト端子 

サラウンド左/ちチヤンネルの信号を出力し 

ます。 

包 サラウンドバックプリアウト端子 

サラウンドバック左/ちチヤンネルの信号を 
出力しまず。 


〇 センタープリアウト端子 

センターチヤンネルの信号を出力しまず。 

©サブ ウーファープリアウト端子 

アンプ内蔵サブウーファーを接続しまず。 




外部ノてワーアンプを使用して再生している場 
合、 LiTF の機能は無効になります。 

-自動設定 （23 ページ） 

-シネマ DSP (33 ぺージ） 

-ユニボ U ューム （42 ぺージ） 

- MUSIC ENHANCER (已2ぺージ） 

- BASS EXTENSION (已2ぺージ） 

- Adaptive DRC (51 ぺージ） 



已9 






































本機のリモコンでか SB 機器を操作ずる 

U モコンコード（己0ページ）を設定すると、本機の1」モコンで外部機器を操作できます。③入力選択キー 
を押して外部機器を選択してから操作してください。し i (下は、操作で使用でをるキーです。 


⑨の ( TV ) キー 

テレビの電源オン/スタンバイを切り替えます。 

⑨ の ( AV ) キー 

夕卡部機器の電源オン/スタンバイを切り替えます。 

⑥ 力ーソル、ミカ定キー 

メニューを選択、ま定します。 

@トップ メニューキー 

外部機器のトップメニューを表示します。 

® メニューキ ー 

外部機器のメニューを表示します。 

① 戻る キー 

前のメニューに戻ります。 

の テレビ操作キー 
TV 音量 +/- キー 

テレビの音量を調節します。 

TV 消音キー 

テレビを消音します。 

TV 入力切督キー 

テレビの入力を切り替えます。 

③ チャンネル ▲ / ▼+- 

外部機器のチャンネルを切り替えます。 

⑩ 数字 キー 

夕卡部機器用の数字キーと して動作します。 

® 放送メディア切り替えキー 

デジタル放送対応テレビやレコーダーで放送メ 
ディア（地上デジタル放送、地上アナログ放送、 
BS 放送、 CS 放送）を選択します。 

⑤ 外部機器操作キー 

外部機器の再生や停止などを操作します。 

かヒント 

•⑥の （ TV ) キー、およびのテレビ操作キーは、 
選択している入カソースに関わらず常にテレビ 
を操作でをます。 


- 

-外部機器の種類により、正しく機能しない場合びあ 
りまず。このような場合は各機器に付属している I 」 
モコンをご使用ください。 

■ HDMI コント□ール機能を使用している場合、本機 
の I 」モコンでテレビを操作すると、本機の電源や音 
量などび動作する場合びありまず。また、本機と 
HDMI で接続したレコーダーの電源び動作すること 
ちお D ます。 


リモコンコードを設定ずる 


1 ◎コードセットキーを巧しなが5、 
リモコンコー ドを設定したいが部機器 
の ⑩入力選択キーを巧す。 

@トランスミッションインジケーターが2回 
扁滅します D 

2 ◎コードセツトキーをはなす。 


3 ⑩数字キーを押して、外部機器のリ 
モコンコード(日2ぺ~ジ)を入力する。 

⑩数字キーを押すたびに、④トランスミツシヨ 
ンインジケーターび1回点滅します。已巧の 
U モコンコードび正しく入力されると、④卜 
ランスミツシヨンインジケーターび約2砂間 
点灯します。 

娘 ヒント 

-「0日日10」と入力すれば、設定したリモコン 
コードを入カソースごとに消去でをます。 

-^ 

- ® 数字キー政がのキーを押すと®トランスミツシヨ 
ンインジケーターび已回点滅し、 U モコンコードの 
設定び中止されます。 


@⑥ 


9 


⑥@①@ © 


f 


® ◎ ⑥ 
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3 設定した夕 i 部機器を操作する。 

外部機器び正し<機能すれば登録は完了です。 
正しく機能しない場合は U モコンコードび合 
致していない可能性びあります。本機に接続 
している外部機器の U モコンコード(日2ぺージ) 
を確認後、再度設定して<ださい。 

' 手順1を操作した後や手順2の操作中に約30秒間操 
作しないと、④トランスミッションインジケーター 
び己回点滅し、 I 」モコンコードの設定び中止されま 
す。 


リモコンコードの設定を巧]期化ずる 


1 ◎コード セット キーを 押しなが 5、 

の設定キーを巧す。 

④トランスミッションインジケーターび2回 
点滅します。 

2 ◎コード セット キーを はなす。 


3 ⑩数字キーを巧して、「99999」と 
力する。 

⑩数字キーを押すたびに、④トランスミツシヨ 
ンインジケーターび1回点滅します。正し< 
入力されると、 ® トランス5ツシヨンインジ 
ケーターび約2秒間点なし、 U モコンコード 
の設定び初期化されます。 

-- 

-誤った数字を入力すると④トランスミツシヨ 
ンインジケーターび已回点滅し、 U モコンコー 
ド設定の初期化び中止されます。 
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リモコンコードー覧 

下表に記載のメーカー製品であってち、年式や機種によ0、全部または一部の機能を操作でをない機器び 
あります。その場合は、お使いの機器に付属している1」モコンをご使用ください。複数の1」モコンコード 
び記載されている場合は、お使いの機器に一致するちのび見つかるまで順まにお試しください。 


メーカーち 

リモコンコード 




テレビ （*BS /地上デジタル放送対応機種） 

アィワ 

16901 

17101 

17701 

18301 


ホ幷 

00101 

00301 

已 2 白 01 

04 已 01 

已己 801 


08901 

10 已 01 

14701 

14801 

1 已 401 


1 已 701 

1 己 201 

16701 



バィ.デヴィン 

14301 

14401 

14 已 01 

14 已 01 


カシオ 

1 已 701 

16101 

1 白 201 



シチズン 

00301 

00 白 01 

01201 

14701 

1 已 401 


1 白 301 

1 白 701 

1 白 801 

17801 

17901 


18101 

18 己 01 

18 已 01 



大宇 

00101 

00301 

已 0401 

01201 

01601 


已 2001 

日 24 已 1 

已 2 己 01 

已 2701 

04901 


0 巳已 01 

07 白 01 

08201 

13101 

14701 


14801 

15401 

1 已 701 

1 已白 01 

1 白 201 


16301 

1 己已 01 

17 白 01 



デノン 

01801 





ェィソー 

04 日 0 が 





實±通 

08701 

10401 

1 已 401 

1 已 701 

1 己 201 

富±通ゼネラル 

15001 





フナイ 

02 已 01 

02701 

03701 

14801 

1 已 401 


17201 

17701 

18201 



3— ルドスター 

00301 

日 0401 

已 1701 

已 2001 

已 2 己 01 


已巳 001 

14701 

14801 

1 已 201 

1 已 401 


1 已已 01 

1 已 701 

1 白 201 

1 白 301 

1 白已 01 


17701 

17 白 01 

18901 



日立 

已〇〇〇白*^ 

日 0101 

已 0301 

日 1201 

01501 


01701 

01801 

已 2201 

已 2 己 01 

已 3001 


已 4 已〇 1 

06101 

已白白 01 

07301 

11701 


12101 

14701 

15401 

1 已 701 

1 已 801 


16101 

16201 

16301 

17701 

17 白 01 


18601 

18901 




ケンウッド 

已 0301 

1 已 401 

1 白 301 

17901 


LG 

00301 

已 0401 

00 白 01 

01601 

已 2 已〇 1 


0 白 001 

1 已 701 

1 白 201 

1 白 301 

1 白已 01 


17701 

17 白 01 

18901 



7 ランツ 

00301 

日 0401 

已 0801 

已 7001 

14701 


15701 

1 已 201 

16301 

17 白 01 


兰養 

00301 

0080 白 t 

01301 

01601 

01901 


02001 

02 白 01 

02701 

日 3101 

03401 


06701 

11201 

11 白 01 

14701 

14801 


1 已 701 

1 白 201 

1 白 301 

1 白巳 01 

17901 


19001 





NEC 

00101 

00301 

已已已 01 

已 2001 

日 2101 


日 24 已 1 

02601 

已己 701 

已白已 01 

13201 


14801 

15701 

1 已白 01 

1 己 201 

16301 


1 曰已 01 

17901 




才 U オン 

00401 

日 3101 

日 4101 

〇已 801 

06801 


14701 

14801 

1 已 401 

1 已 701 

1 已 201 


16801 





バナソニック 

00401 

00 已 01 

00801 

01209* 

02201 


日 3401 

08301 

124 已 1 

14701 

1 已 701 


1 已 201 

1 已 401 




フィリップス 

00001 

00301 

00401 

已〇曰 01 

已 0801 


日 1201 

01601 

已 2 己 01 

04901 

已 7001 


08801 

12 已 01 

1 已 701 

1 已 801 

1 已白 01 


16201 

1 白 301 

17201 

17301 

17801 


18201 





バィオニア 

已 1 白 0 白'^ 

01701 

已 2201 

已 2301 

已 3801 


已 8 白 01 

〇白已 01 

11301 

14701 

1 已 701 


15801 

1 已 201 

16301 

17 白 01 



メーカ ー« U モコンコード 


テレビ （*BS /地上デジタル放ち対応機種) 


サムスン 

00101 

00301 

00401 

00白01 

01101 


01201 

02001 

02601 

03701 

04701 


07001 

07401 

07801 

08白 0] 

09801 


…已 0] 

10701 

14701 

14801 

1已 20] 


]已40] 

]已70] 

16201 

16301 

16501 


16601 

16701 

]7白0] 

18101 

18白0] 


20301 





H 洋 

01401 

02001 

02701 

02白 0] 

04301 


10201 

14801 

]已30] 

]已70] 

16201 


16301 

18901 




シャープ 

00301 

01301 

0200白* 

08301 

1已 40] 


16301 

17901 




ソニー 

00001 

0240日* 

0280白* 

08301 

11101 


11601 

12701 

12901 

]已70] 

16201 

東ち 

00901 

02001 

02101 

0320が 

06601 


07801 

08301 

…白 0] 

12101 

12301 


13001 

13201 

16701 

18101 

18901 

ビクター 

0040白* 

00701 

04801 

〇已 80] 

08401 


08701 

14701 

18901 



ャマ A 

00301 

01801 

08301 

10001 

11001 


] 吕已 0] 

13601 

13701 

13801 

14001 


14101 

14201 

16301 

16501 

17901 

ヤマジ 

03巨0白 





DVD プレーヤー 

アイワ 

0己60已 

〇已70已 

0710已 



ホ井 

07505 





Apex 

07白白已 

087已已 




Apex Digital 

0210巳 

02曰〇已 

0300己 

03已〇已 

03巳〇已 


0370巳 

0410已 

〇已80己 



大宇 

0320已 

033已巳 




デノン 

0000巳 





フナイ 

0780已 

0840已 




3—ルドスター 

0290巳 

074已己 




日立 

0110巳 

0]90已 




ケンウッド 

0000巳 

00605 




LG 

0290巳 

074已己 




マランツ 

0070已 

074已已 




H 菱 0020已 

オンキヨ ー 

0010已 





バナソニック 

0000巳 

0] 己〇已 

0420巳 



フイリップス 

0010巳 

0070已 

0170己 

0390已 

07呂〇已 


日84日已 





バイォニア 

0040巳 

010已已 

01已〇己 

0] 巨〇已 


サムスン 

0110已 

04已已已 




兰洋 

0200已 





シャープ 

01405 





ソニー 

00已〇已 

0400已 




テイアック 

01005 

02曰〇已 




東ち 

0010巳 

04己已已 




ビクター 

00白〇已 

0]30已 




ヤス/、 

0000巳 

0070已 

0080己 

0430已 

0440已 






















































































































メーカーち 

U モコンコ 

-ド 

プルーレイ デ イスクプレーヤー 

デノン 

01307 


LG 

00白07 


Loewe 

00307 


マランツ 

00707 


オンキヨー 

00207 


バナソニック 

00807 


フイ1」ップス 

00607 


バイオニア 

01007 

01107 

サムスン 

00已07 


シャープ 

01207 


ソ ニー 

00407 


ヤマ八 

00007 

00107 


DVD / ブルーレイ ディスク レコーダー 
(*BS / 地上デジタルが送が応機種） 


日立 

01已〇己 

01己0己* 

01706* 

01806* 

0190が 


0200己* 

02106* 

0220が 

0230巨* 

0240曰* 

H 養 

0440が 

04已〇巨* 




バナソニック 

0000己 

00106 

0020己 

02206* 

0230が 


0240が 

02已〇巨* 

〇己已〇已*^ 

0270げ 


バイオニア 

0040己 

00506 

04白0己* 

〇已00巨* 

〇已10が 

シヤープ 

0120己 

01306 

02扫〇己* 

0290巨* 

已300が 


0310が 

0320が 

0330が 

03406* 

已3已〇白* 


03己0己* 

0370が 




ソニー 

00白0巳 

01006 

0110己 

04106* 

0420日* 


0430己* 

0000が 

0010扫* 

0020が 


東ち 

0030己 

038曰巨* 

03白0己* 

04006* 


ビクター 

04巳0巳'^ 

0470が 


0330巨* 

已340己* 


03已〇己* 





ビデオデッキ 

アイフ 

00002 

00402 

02202 

02602 

0270吕 

ホ井 

00602 

02302 

已4白02 

〇已呂02 

已己已02 

大宇 

00白02 

01602 

02102 

03402 

04302 


〇已302 





富±通 

00002 

00902 




フナイ 

00002 

04702 

〇已白02 

06302 


づールドスター 

00402 

01802 

02902 

日4202 

〇已402 


0巳702 

〇已白02 




日立 

00002 

00402 

00已02 

00702 

02已02 


04702 

06202 




ケンウッド 

00602 

01302 

〇已40己 

0巳802 

06002 


0己102 

06602 




LG 

00402 

00702 

00白02 

02呂02 

〇已902 

マランツ 

00302 

01已02 

已4己02 

05402 

05802 


06002 

06102 

06402 



兰菱 

00602 

00802 

01302 

01已02 

03已02 


〇巳扫02 

06002 

0己202 



NEC 

00302 

00402 

00602 

01102 

01302 


01602 

〇已402 

〇已802 

06002 

0白102 


06602 





才 IJ オン 

01702 

02巨02 

02702 

04402 

己己已02 

) けソニック 

00302 

01802 

01白02 

03102 

03702 


04已02 

04802 

〇已102 

05302 

〇已白02 


〇已402 





フイ1」ップス 

00302 

01502 

03202 

03902 

已4002 


04602 

06402 




バイオニア 

00702 

01302 

01502 

05802 

已己002 


0己202 

06702 




サムスン 

00白02 

02002 

02扫02 

〇巳已02 

0己202 

兰洋 

01002 

01602 

02002 

〇巳已02 

06102 

シャープ 

01102 

〇吕已02 

〇已白02 



ソニー 

00002 

00102 

00202 

00302 

已3302 


04102 

04702 




テイアック 

00002 

00602 

02102 

02202 

03402 


04702 

05902 

06302 

06602 


東芝 

00602 

00802 

00白02 

01302 

己1已02 


03602 

06202 




ビクター 

00602 

00白02 

01302 

0巳402 

〇已802 


06002 

06102 

06602 




ヤマノ \ 00602 05402 〇已白02 06002 0日已〇吕 


メーカー さ 

リモコン コー 




ケーブルテレビチユーナー 

日立 

04703 




パナソニック 

00003 

00203 

00403 

02703 

フイリップス 

010已3 

01103 

已3203 

04303 

パイオニア 

00503 

01603 

01903 


ソ ニー 

02103 




東芝 

00003 
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付録 


K 障かな？と思った S 

ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処してを正常 
に動作しない場合や、下記じ(外で異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源 
プラグをコンセントから抜いてから、お買上げ店またはヤマ八修理ご相談センターにお問い合 
わせ < ださい。 

9 全般 


を状 

原因 

対策 

参照ページ 

本機び正常に作動 
しなし、 

内部マイコンび外部電気ショック（落 
雷または過度の静電気)、または電源 
電圧の低下によりフ U —ズしている。 

コンセントか5電源プラグを损さ、 

約3日秒媛にわラー度差し込んでく 
ださい。 


◎電源キーを押し 
てを電源び入5な 
い/すぐに電源び 
切れてしまラ 

電源コードびしっか0接続されてい 
ない。 

電源コードび正しくコンセントに接 
続されていることをご確認ください。 

19 

内部マイコンびが部電気ショック 
(落雷または過度の静電気）、または 
電源電圧の低下によ〇フ U —ズして 
いる。 

コンセントか5電源プラグを损さ、 

約3日秒媛にわラー度差し込んでく 
ださい。 


使用中に突然電源 
び切れる 

機器内部の温度び上昇したため、保 
護回路び働を電源び切れた。 

温度び下びるのを待って〔約]時間 
程度)、電源を入れなおしてください。 

— 

ス1」ープタイマーび作動した。 

電源を入れてソースを再生しなおし 
て < ださし、。 

— 

音声び出ない 

再生機器びしっかり接続されていな 
い。 

接続を確認してくださし、。 

19 

再生したいソースび正しく選ばれて 
いない。 

INPUT キーや®入力選択キーで、 
再生したいソースを正しく選んでく 
ださい。 

30 

音量び小さい。 

音量を大さくしてください。 

30 

消音されている。 

® 消音キーまたは®音量+ / —キー 
を巧して消音を解除してください。 

31 

サンプリング周波数び1目 3 kHz の 
PCM や MPEG 2 など、本機で再生 
でをない信号び入力されている。 

本機で再生巧能な信号のソースを再 
生してください。または再生機器の 
設定を変更してくださし、。 


「ヴポート音声」を r それ政外」に設 
定している。 

r (モデル名)」に設定してください。 

己巳 

有線放送などでエ 
フエクトチャンネ 
ルの音びノイブに 
なる 

あ5かじめソースにサラウンド効果 
びかかっている。 

本機でサラウンド効果をかけないで 
<ださい。 


特定のチャンネル 
音声び出ない/ 
はっさり聞こえな 
い 

該当チャンネルの音量び絞られてい 
る。 

該当チャンネ J レの音量を調節してく 
ださい。 

已2 

ビームび正しく設定されていない。 

ビームを調節してください。 

47 

ステレオ再生している。 

サラウンド再生してください。 

33 

音声出力方法により、出力されない 
チャンネルびあります。 

音青出力方法を変更してください。 

3已 
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症状 

原因 

対策 

参照ページ 

十分なサラウンド 
効果び得られない 

本機と再生機器やテレビをデジタル 
接続している場合に、再生機器やテ 
レビのデジタル出力設定び有効に 
なっていない。 

再生機器やテレビ側の設定を確認し 
て < ださい。 


U スニングルームび特殊な形状をし 
ている、または本機の設置場所や視 
聴位置びリスニングルームの左ちの 
壁の中央からずれている。 

本機の設置場所や視聴位置を変更し 
て < ださい。 

15 

ビーム経路上に壁びなし、。 

ビーム経路上に反射板を設置して< 
ださし、。 

— 

デジタル音青信号 
を再生でさなし、 
(□□ D に ITAL イ 
ンジケーター、ま 
たは AAC インジ 
ケーターび点阿し 
ない） 

本機と列部機器びデジタル、または 
HDMI で接続されていなし、。 

接続を確認してください。 

] 白 

再生機器やテレビのデジタル音声出 
力設定び有効になっていなし、。 

再生機器やテレビ側の設定を確認し 
て < ださい。 

— 

再生機器やテレビのビットスト U — 

ム出力設定び有効になっていない。 

再生機器やテレビ側の設定を確認し 
て < ださい。 

— 

テレビの AAC 出力設定び有効になっ 
ていなし、。 

テレビ側の設定を確認して < ださし、。 

— 

サブウーファーを 
接続していないと 
さに、本来の音1^^( 
がの雑音び出る 

強い低音成分び連続して含まれる 
ソースを再生したため、保護回路び 
働を雑音び出た。 

音量を下げてお楽しみください。 

30 

「ヴプウーファー設定」で r バス出力」 

を「サブウーファー」に変更してく 
ださい。その隙「ク□スオーバー」 

を「1 日日 Hz 」 または ri 2日 Hz 」 に 
設定してください。低音成分び抑え 

5れます。 

已〇 

サブウーファーを接続し、「サブウー 
ファー設定」を行ってください。 

巳曰 

サブウーファーか 

5音声び出ない 

「サブウーファー設定」で「バス出力」 

を「フ□ントまたは自動」に設定し 
ている。 

「サブウーファー」に設定して<ださ 
い。 

已〇 

再生しているソースに LFE や低音信 
号び含まれていない。 


— 

ワイヤレスで接 
続したヴブウー 
ファーか5音声び 
出ない 

SWK - W 10 のグループのび本機の 

ID と一致していない。 

SWK - W 10 のグループのと本機の 
グループ ID を確認してください。 

巳已 

「ワイヤレス機器アクセス」び「いい 
え」に設定されている。 

「はい」に設定してください。 

巳已 

低音の再生不良 

「サブウーファー設定」の r ク□スオー 
バー」び正しく設定されていない。 

「ク□スオーバー」を正しく設定して 
くださし、。 

已〇 

テレビ画面にメ 
ニューやソースの 
映像び表术されな 
い 

HDMI ケーブルまたは映像巧ケーブ 
ルびしっか0接続されていなし、。 

接続を確認してください。 

18 

テレビの入力切誓び正しく設定され 
ていなし、。 

テレビの入力を切り誓えてください。 

— 

デジタル機器や高 
周波機器からの雑 
音を受けている 

本機とデジタル機器や高周波機器の 
設置場所びおすざる。 

本機か5それ5の機器を離してくだ 
さい。 


HDMI コント □- 
ル機能び正常に動 
作しない 

「 HDMI コント□ール」び「オフ」に 
設定されている。 

「オン」に設定してください。 

已己 

テレビのコント□ール機能設定び有 
効になっていなし、。 

テレビ側の設定を確認してください。 

— 

規格の制限台数を超える HDMI 機器 
を接続している。 

接続している HDMI 機器の数を減ら 
してくださし、。 

— 

「AUTO UP 

SYNC 」 を「オン」 

に設定してち効果 
び感じ5れない 

テレビび U ップシンクの自動補正機 
能に対応していない。 

「 AUT 日 UP S 丫 NC 」 を「オフ」に 
設定し、遅延時間を手動で設定して 
<ださし、。 

已1 


本 

微 

磯 

に 


二) 
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て 
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備 
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る 
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生 
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を状 

原因 

対策 

参照ページ 

キー操作時に 「Not 
Available 」 と表 
示される 

操作したキーは現在の状態では機能 
しません。 




O FM 放送の受信 


症げ 

原因 

対策 

参照ページ 

ステレオ放送にな 
ると雑音び多く聴 
さづ5い 

放送局か5離れた地域で受信してい 
るか、アン了ナ入力か弱い。 

アンテナの接続を確認してください。 

21 

アンテナを感度の良い、多素子のち 
のに変えてください。 

— 

モノラルで受信してください。 

44 

FM 専用アンテナ 
を使用している 
び、音び歪むなど 
受信感度び悪い 

マルチパス（多重反射）などの巧害 
電波を寅けている。 

アンテナの高さや方向、設置場所を 
変えてください。 


自動で選局でさな 
い 

放送局か5離れた地域で受信してい 
るか、アンテナ入力び弱い。 

アンテナを感度の良い、を素子のち 
のに変えてください。 

— 

手動選局、または周波数を直接指定 
して選局してください。 

38 

プ U セツト放送局 
び選局でをない 

本機の電源びコンセントから長期間 
取り外されていた。 

再度プ1」セツトしてください。 

39 


〇 リモコン 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

IJ モコンで本機を 
操作で去ない 

U モコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光部か5目 m 内、 
角度30°し:!巧の範囲で操作してく 
ださい。 

22 


受光部に曰光や照明（インパ’ーター 
堂光好やスト□ボライトなど）び当 
たっている。 

照明、または本体の向をを変えてく 
ださい。 



乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

22 

外部機器を1」モコ 
ンで操作でさない 

操作ずる機器び選ばれていない。 

©入力選択キーを押して、操作した 
い機器を選んでくださし、。 

30 


U モコンコードび正しく設定されて 
いない。 

IJ モコンコードを設定しなおす占、、 

同じメーカーのコードの中から別の 
コードを設定してください。 

白0 


U モコンコードを正しく設定してち、 
メーカーまたは機器によっては操作 
でさない場をびあります。 

各機器に付属している U モ コンを ご 
使用ください。 



巨巨 































A iPod / iPhone 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

音青び出ない 

他の機器に接続されている。 

グループセレクトを変更して、他の 
グループを選択して < ださし、。 

— 


グループのび含っていないため接続 
していなし、。 

グループ ID を合わせてください。 

巳己 


「ワイヤレス機器アクセス」び「いい 
え」に設定されている。 

「はい」に設定してください。 

巳已 


距離び離れすざている。 

本機と YIT - W 10 を近づけてくださ 
い。 

— 


周囲に 2.4 GHz 帯の電波を出すわの 
(電モレンジ等）びある。 

それ5の機器か5遠ざけて設置し 
てください。もしこれらの機器び 
IEEE 8 日 2.1 In 対応の場合、本徽こ 
影響び出ないよラチャンネル設定を 
変更してください。 



iPhone または iPod のファームウェ 
アび最新バージョンになっていなし、。 

アップル社のウェブサイトか5最 
新の iTunes ソフトウェアをダウン 
□ー ドし、 iPhone または iPod の 
ファームウェアを最新ノ くージヨンに 
アップグレードして < ださし、。 



YIT - W 10 か5の電波び金属や人体 
で遮られている。 

電波び遮5れないよラに、持ち方や 
持つ位置、置さ方や置<位置を変え 
て < ださい。 



iPhone または iPod のバッテ U —残 
量びかなし、。 

iPhone または iPod を充電してくだ 
さい。 

— 


iPhone または iPod と本機び接続中 
です。 

接続び完了ずるまでお待ちください。 

— 


音量び大さずざて保護回路び働いた。 

音量をルさくしてください。 

30 

iPhone または 
iPod の音量を調 
節しても、本機の 
出力音量び調節で 
さない 

本機び対応していない iPhone また 
は iPod び接続されている、または 
YIT - W 10 にしっかり接続されてい 
ない。 

本機び対応している iPhone または 
iPod を使用するか、接続を確認して 
<ださし、。 


iPhone または 
iPod を接続して 
いないのに、突然 
音声び出た 

他の機器に接続されている。 

グループ ID を変更して、他のグルー 
プを選択して < ださし、。 

已己 

iPhone または 
iPod の電源に本 
機の電源び連動し 
ない 

「 iPod パワー連動」び「オスに設 
定されている。 

「オン」に設定してください。 

已己 
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技術/用語解説 

5.1 チヤンネル 


ちとちと映画館で臨場感のある音響効果を再現す 
るために開発されたサラウンド-システムです。 
前方に 3 ch (左、ちのステレオ 2 ch +セ U フ用セ 
ンタ ー Ich )、 後方に 2 ch (サラウンド効果)、さ 
らに超低音を出すための LFE (□- •フ U クエン 
シー.エフェクト）と呼ばれるチヤンネルび用意 
されています。 LFE はな音域専用で帯域び狭く、 
独立した音源には成り得ないことから 「 O . lch 」 

とカウントされています。 

AAC {アドバンスト • 才ーディオ • コーディング) 

デジタル圧縮音声フォーマットの1つです。主に 
曰本の BS / 地上デジタル放送で採用されています。 
モノラル音声から最大で7チヤンネル音声までを 
効率良<圧縮して記録-伝送でをます。圧縮動画 
規格である MPEG -2 の中で策定されています。 

DTS 

DTS 社び開発したデジタル.サラウンド-フォー 
マット（音声圧縮技術）で、 DVD などに使用され 
ています。ドルビーデジタルよりちない圧縮率を 
採用しており、ク U アで厚みのある音質で已 .Ich 
ヴウンドび再生でをるといわれています。 

DTS 96 / 24 

DVD ビデオのマルチチヤンネルサウンドを高音 
質で再生します。「96」はヴンプ U ング周波数の 
9己 kHz (従来の 48 kHz から倍増)、に4」は量子 
化ビット数 24 bit をあらわしています。広い周波 
数帯域、ダイナ5ックレンジで DVD ビデオの音 
楽や映画音声を已 . 1 ch で楽しめます。 

DTS-HD A イレゾ ルーシヨ ンオーデイオ 

ブルーレイディスクなどのな世代光ディスク向け 
に開発された高品質音声フォー マッ トです。フルー 
レイディスクでオプション採用され、 96 kHz / 
24 bit で最大 7. 1 ch のディスク U - 卜音声信号を、 
最大転送レート日 Mbps (フルーレイディスクの場 
合）で収録可能です。 


DTS - HD マスターオーディオ 

つ') レーレイディスクなどの;欠世代光ディスク向け 
に開発された□スレス（可逆型）高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクで標準採用され、 
白己 kHz / 24 bit で最大 7. 1 ch のディスク IJ — 卜 
音声信号を、最大転送レート24.已 Mbps ロルー 
レイディスクの場合） で収録可能です。 

DTS Neo : 6 

DTS 社び開発した、 2 ch ソースを日 ch 化してヴ 
ラウンド再生する技術です。再生するソースに合 
わせて、映画用の Neo ；日 Cinema モードと音楽 
用の Neo ； 6 Music モードび用意されています。 

HDMI 

世界業界標準規格である HDMI ( High-Definition 
Multimedia Interface Specification ) 規ネ各 
に準じた、次世代テレビ向けのデジタルイン 
ターフェースです。著作権保護技術 （HDCP : 
High-bandwidth Digital Content Protection 
System ) に対応しているため、デジタルビデオ 
/オーディオ信号をデジタルのまま劣化させるこ 
となく、1本のケーブルで伝送でをます。 

LFE • フリクエンシー • エフェクト） 

ドルビーデジタル、 DTS などのデジタル' ヴラウ 
ンド.システムでは、通常の已 ch (フル帯域ル义外に、 
ほ域の効果音のみを出力する LFE チャンネルび用 
意されています。 20 Hz 〜1 20 Hz の帯域の重イ氏 
音を補助的に加えることで、迫力や1」アル感び加 
わります。 LFE は低音域専用で帯域び狭く、独立 
した音源には成り得ないことから 「 O . lch 」 と力 
ウントされています。 

MPEG 

ISO (工業の標準化を図る国際機関）と lEC (電気- 
通信などの標準化を図る国際機関）び共同で標準 
化した「動画」および「音声」にかかわるデジタ 
ル圧縮規格の名称です。 

MPEG には、 MPEG 1、 MPEG 2、 MPEG 4 の3 
つの規格びあります。 MPEG 1 の画質は VHS ビ 
デオ並みで、ビデオ CD などで利用されています。 
MPEG 2 の画質は S - VHS ビデオ並みで、 DVD ビ 
デオなどで利用されています。 
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PCM (パルス•コード•モジユレーシヨン） 

アナログ信号をデジタル信号に変換する代表的な 
方式です。 PCM は非常に短く区切った単位時間 
あたりの信号レベルを符号化（コード化）します。 
MP 3 形式や ATRAC お式のよラな圧縮処理を巧 
いないことから 、 U ニア PCM とち呼ばれています。 
CD や DVD オーディオの録音方式などに採用され 
ています。 

x . v.Color 

HDMI 1.3 びサポートしている映像技術です。色空 
間技術の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今まででをなかった色の表現び可能 
です。 sRGB 規格の色域との互換性を確保しなび 
ら色空間を化張し、より辭巧で自然な映像になっ 
ています。特に静止画や CG で高い効果び得られ 
ます。 

音場 

空間び持つ固有の音の響をのことです。音場をお 
成する要素には、音源から直接ちに届<直接音、 
音の明瞭度や音量を増大させる初期反射音、美し 
いま韻や諮を与える後部残響音の3要素びあ0ま 
す。 

シネマ DSP 

世界中の著名な コンヴートホール や劇場などの音 
の響をを実際に測って作成したデータと各種サラ 
ウン ドデコーダーを かけ合わせ、ヤマ八独自の技 
術で生み出された音場プ□グラムの総称です。映 
画館や劇場と環境び異なる一般家庭でち、映画や 
音楽びより臨場感をもって楽しめるよラに設計さ 
れています。 

ドルビー TrueHD 

ブ J レーレイディスクなどの;欠世代光ディスク向け 
に開発された□スレス（可逆型）高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクでオプション採 
用され、日日 kHz /24 bit 時には最大 8 ch のディ 
スク U - 卜音声信号を、最大転送レート 18 Mbps 
で収録可能です。 

ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発したデジタル¬ 
サラウンド- フォーマット（音声圧縮技術）で、 
DVD の標準音声お式のひとつとなっています。 
フォーマットとしては1 ch から已 .1 ch まで用 
意されていますび、一般的には前ち 3 ch 、 後方 
2 ch、LFE (低域効果音）0.1 ch の已 . Ich でサラ 
ウンドを構成します。各チャンネルび独立した信 
号で録音されているため、非常に明瞭な音声で再 
生することびでをます。 


ドルビーデジタルサラウンド EX 

己. Ich ソースにサラウンドバックチヤンネルを加 
えて、己. Ich で再生する技術です。ドルビーデジ 
タルサラウンド EX で録音された映画のサウンド 
トラックを再生する際に、最良の音声を再生する 
ことびでをます。特に動をのあるシーンで、より 
ダイナ5ックで U アルな動作音び楽しめます。 

ドルビーデジタルプラス 

ブルーレイディスクなどのな世代光ディスク 
や、デジタルテレビ向けに開発された高品質音声 
フォーマットです。ブルーレイディスクでオプシヨ 
ン採用され、最大 7. Ich のディスク1」ート音声信 
号を、最大転送レート己 Mbps で収録可能です。 

ドルビープ□ロジック 

ドルビーラボラト U - ズ社び開発した、ステレオ 
信号をサラウンド再生するためのアナ□グ技術で 
す。ドルビーサラウンドエンコードされている 
2 ch ソースを、前ち 3 ch と後ち Ich (モノラル） 
の 4 ch でサラウンド再生します。 

ドルビープロロジック n 

ドルビープ□□ジックの上位規格で、ステレオ信 
号を 5. 1 ch で再生するための技術です。後方のヴ 
ラウンド ch はステレオ化されているのと同時に、 
周波数特性びフル帯域化されています。再生する 
ソースに合わせて、映画用の Movie モードと音楽 
用の Music モー ド、ゲーム 用の Game モードの 
3つび用意されています。 

ドルビープ□□ジック nx 

ドルビープ□□ジック n の上位規格で、ステレオ 
信号やマルチチャンネル信号を 7.1 ch で再生する 
ための技術です。ドルビープロ□ジック n の 5. 1 ch 
に巧し、サラウンドバックの 2 ch び追加されて 
います。再生するソースに合わせて、映画用の 
Movie モード （2 ch 信号入力時のみ）と音楽用の 
Music モード、ゲーム 用の Game モー ドの3つ 
び用意されています。 


本機について 


準備ずる 


再生ずる 


設定ずる 
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主な仕様 

アンプ部 


実用最大出力 

ウーファー .20 W/ch 

(40、 ]00 Hz 、10% THD ) 

ルロ径スピーカー . 2 W/ch 

(40、 ] kHz 、10% THD ) 

スピーカー部 

スピーカーお式 

. 2ウェイ密閉防磁型 

スピーカーユニット 
ルロ径スピーカー 

.4 cm コーン防磁型 X 40個 

ウー J 了 — 

. 1 1 cm コーン非防磁型 X 2個 

ツィーター ( YSP - 已] 00のみ） 

. 2.已 cm バランスドーム X 2個 

再生周波数帯域（一 ]0 dB 、 ステレオモード) 

YSP - 已] 00 .70 Hz 〜 20 kHz 

YSP -4100.80 Hz 〜 20 kHz 

入力端子 

オーディオ AUX 1、テレビ（アナ□グ） 
. 2組（アナ□グ音声） 

オーディオ AUX 1、テレビ 
(光デジタル ） （FS = 32 kHz 、44.1 kHz 、 
48 kHz 、 白 4 kHz 、88.2 kHz . 日白 kHz ) 
.2 個（デジタル音声） 

オーディオ AUX 2 (同軸デジタル ） （FS 
= 32 kHz 、44.1 kHz 、48 kHz 、 白 4 kHz 、 
8 狂 2 kHz 、96 kHz ) 

.] 個（デジタル音声） 

ビデオ AUX ] ( NTSC ) 

.] 個（コンポジット映像） 

ビデオ AUX 2 

.] 組（コンポーネント映像） 

HDMI 入力]〜入力4 
. 4個（デジタル音声-映像） 

出力端子 

サブウーファー .] 個 

ビデオ （ NTSC 、 コンポジット入力/メ 
ニュー画面） ........] 個（コンポジット映像） 

HDMI .] 個 


マイク入力端子 

INTELLIBEAM M に 

.] 個（マイク入力) 

システム接続端子 

システム接続 

.] 個（サブウーファー電源連動用) 


RS -232 C . 1個（工場サービス用) 

旧 IN .] 個（工場サービス用) 

旧- OUT . 1個（工場サービス用) 


FM チユーナー部 

受信周波数範囲 

.76.0 MHz ~ 90.0 MHz 

ワイヤレス接続 

周波数帯域 .2.4 GHZ 

総合 

電源電圧 . AC 100 V . 已0/日 OHz 

消費電力 . 已已 W 

待機時消費電力 

HDMI コント□-ルオフ/ワイヤレス 
電源オフ . 0.已 W 攻下 

HDMI コント□-ルオン/ AirWi 旧 d 
オン（初期設定） . 3.已 W 政下 

寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 

YSP - 已] 00 

最大寸法 ....... 1200 X 212 X 90 mm 

スタンド取付時 

. 1200 X 214 X 1 10.7 mm 

YSP -4100 

最大寸法 ....... 1030 X 212 X 90 mm 

スタンド取付時 

. 1030 X 214 X 1 10.7 mm 


抵 g 

貨里 

YSP - 已] 00 . 1 1 kg 

YSP -4100.10 kg 


* 仕様、および外観は、改良のため予告な 
く変更ずることびありまず。 
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本機の巧線方式について 

2.4 XX 4 に'牛！ 

2.4 GHz 帯を使巧する無線設備 

一"一 rxx ] 

変調ち式はその他のち式 

「4」 

想定干渉距離び40 m 政内 

国 ■■ 

■ 全帯域を使巧し、かつ移動体識別裳置の 
帯域を回避可能 


本機はリに C 61000-3-2」適合品です。 

JISC 已1 000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性第 
3-2 部;限度値一高調波電流発生限度値 （ 1相当たりの入力電流 
び 20 A 政下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高調波環境目標 
レベルに適合して設計•製造した製品です。 


本製品は、電波法に基づく技術基準適合証明及び電気通信事業 
法に基づ < 技術基準適合認定を受けた通信機器を内蔵しており 
ます。 


本機について 


準備ずる 


再生ずる 


設定ずる 
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スペクタクル，シネマ DSP . 34 

スポーツ，シネマ DSP . 34 

ス1」ープインジケーター， 

フロントパネルディスプレイ . 13 

ス U - プキ ー, リモコン . ii 

ス U - プタイマー . 43 


g 続 . 18 

接続ケーブルの種類 . 18 

設 B . 15 

設置視聴環境，詳細設定メニュー . 47 

設置例 . 17 

設定キ ー, リモコン . ii 

設定した内容を初期化する，化張メニュー ....... 已8 

センタースピーカーサイズ，音出力設定 . 已3 

センタープ U アウト端子 . 已9 

全般，故障かな？と思ったら . 日4 


操作時の明るさ，本体表示設定 . 已己 

測定結果のメモ U - 保存 . 28 


ダイナ5ックレンジ圧縮の設定， 

サウンド設定 . 已1 

端テの入カレベルの調節 . 44 

端テの割り当ての変更，入力設定 . 已3 


チャンネルキー，リモコン . ii 

チャンネルキー， U モコンの外部機器操作 ....... 60 

チャンネルごとの音量調節，ヴウンド設定 ....... 已2 


チャンネルレベル，サウンド設定 . 已2 

チューナーインジケーター， 

フロントパネルディスプレイ . 13 

チューナーキー，リモコン . ii 


ほ音域の再生設定，ヴウンド設定 . 已2 

ほ音， I ンコントロール . 已〇 

デコーダーインジケーター， 

フロントパネルディスプレイ . 13 


デコーダーキー，リモコン . ii 

デコーダーのインジケーター表示 . 32 

デジタル入力端子,1」アパネル . 14 

デモモードで再生する.化張メニュー . 已8 

デュアルインジケーター， 

フロントパネルディスプレイ . 13 

テレビ操作キ ー, リモコン . ii 

テレビの再生 . 30 

テレビの接続 . 19 

電源 LED , フロントパネル . 12 

電源キ ー, リモコン . ii 

電源を入れたとをの音量を固定する， 

拡張メニュー . 已7 

電源をオンにしたとをにスタンバイじ(前の 
状態にする，お張メニュー . 已8 

転倒防止用スタンドの取り付け . 1已 

と 

登録した放送局の解除 . 40 

登録した放送局の呼び出し . 40 

卜ーンコント □ —ル，ヴウンド設定 . 已〇 

トップメニューキ ー, リモコン . ii 

トップメニューキー， 

U モコンのが部機器操作 . 已〇 

ドラマ，シネマ DSP . 34 

トランス=ツシヨンインジケーター, U モコン.. . ii 

ドルビー TrueH □，技術/用語解説 . 69 

ドルビーデジタル，技術/用語解説 . 69 

ドルビーデジタルサラウンド EX , 

技術/用語解説 . 69 

ドルビーデジタルプラス，技術/用語解説 ....... 69 

ドルビープロ□ジック n X Movie , 

デコーダー . 37 

ドルビープロロジック n X ,技術/用語解説 ..... 69 
ド J レビープロロジック n ,技術/用語解説 ....... 69 

ドルビープ□□ジック n ,デコーダー . 36 
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メモ U - 機能 . 28 


わ 

ワイヤレスインジケーター， 

フロントパネルディスプレイ . 13 

ワイヤレス機器アクセス， 

ワイヤレス機器設定 . 已已 

ワイヤレス機器設定，入力設定 . 已已 

ワイヤレスサブウーファーキットを 
使用した接続 . 21 


ち 

戻るキー，リモコン . ii 

戻るキー， U モコンの外部機器操作 . 60 


ゆ 

ユニボ U ユーム . 42 

ユニボ U ユームインジケーター， 

フロントパネルディスプレイ . 13 

ユニボ U ュームキ ー, リモコン . ii 


6 

ラックへの設置 . 1已 


D 

U ァパネルの各部の名称 . 14 

U スニング環境の設定，詳細設定メニュー ....... 47 

U モコンコードー覧 . 62 

U モコン，故障かな？と思ったら . 己己 

U モコン受光窓，フロントパネル . 12 

U モコンに乾電池を入れる . 22 

U モコンの外部機器操作 . 已〇 

U モコンの準備 . 22 


れ 

レコーダーの再生 . 31 
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ヤマ八ホットラインサービスネットワーク 

ヤス} V ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご費用いただくためのちのです。 
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ AAV 製品の傑能や巧り扱いに閲するおい合わせ 

■ ヤマ八オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から寄せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 


本おの設置や設定、操作に関するお P 3 いをわせ 

■ ヤマ/ V お客様コ S ュニケーシヨンセンター 
才ーディオ-ビジュアル機器ご相談窓 □ 

(を国巧通） 査 S , 0570-011-808 

全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からはで記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460-340 日 

于430 -8 巨日0静岡県おお市中区中ミ尺町 10-1 

受付：月〜を曜日10: 00〜18: 00 ±曜日10: 00〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


ヤマ AAV 製品の修理、ヴービスパーツに関するお巧いさわせ 

■ヤマノ U 彦理ご相談センター 

(全国共遇） 査& 0570-012-808 

全国どこか5でち市內通話料をでご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (053)460-4830 

FAX (053)463-1 12フ 

受付：月〜金曜日9: 00〜18:00 ±曜日9:00〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

修理お持ち込み窓口 

受付：月〜金曜日9:0□〜17:4已 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

化海道 〒〇目 4-8 己43札幌市中央区南1〇条西1 T 目1 - 己0 
ヤマ八センター巧 
FAX (0 1 1)512-6109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平が島2 了目1 - 1 
京浜トラックターミナルの] 4号棟 A - 日 F 
FAX (03) 巳7白 2-2 12已 

お松 〒斗3己-日 cn 6お松市東区和田町2日日 
ヤマ A (株)和田工場内 
FAX (日已 3)46 吕-白244 

ちち屋干4日4-日日已8名ち匡市中 J 11区玉 J I 旧で了目1 -2 
ヤマ A (株)名ち屋倉庫 3 F 
FAX (日己 2)652-0 日43 

大阪 〒日巨4-日日日2吹田巿広芝町1 0-28 
才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330-5 己3己 

九州 干81 2-8508 福岡市博多区博を駅前 2 T 目11 -4 

FAX (092)472-2] 37 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰から1年間でず。 

参保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

♦ 保証期間び過ぎているとき 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料にて 
修理いたします。 

参修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等が含まれています。 

部品代 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む場合ちあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場をの費用でず。 

別達、駐車料ををいただく場合びあります。 

• 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低な有期間は、製造打ち切り渡8年でず。補修用 
性能部品■とは、その製品の機能を維持するために必要な部品でず。 

参製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をでさるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品番、製造番号などをあわせてお知らせください。 
•ぶ品番、製造番号は製品の背面ちしくは底面に表示してあります。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりまずので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場含びありまず。 

• 摩睾毛95品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化ずる摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なりまず。 

本機を末永く安定してご愛巧いただくたゆには、定期的に摩耗部品を 
交換されることをおすすめしまず。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ W 慶理ご相談セン 
ターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボ1」ュームコント□ール、スイッチ’リレー類、接続端子、ランスベルト、 

ビンチ□-ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《 このぺージは、安全にご使用いただくた刺 こ A V 製品全般について記載して 
おります。 

ホ年ご巧用の裂品の扇巧を！ 


こんな症がはありませんか？ 

1 J •電源コード•プラグび異常に熱い。 

\ゾ • ]ゲくさい臭いびする。 

参電源コードに深いキズか変形びある。 
愛情点検 •製品に触れるとピ u ピリと電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しない。 

• その他の異常•故障びある。 



すぐに使用を中止してください。 


事故防止のため電源プラグをコンセントか5抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼 < ださい。 

なお、点検•修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


わマ八株式会社 

干430 -8 目己日ミ兵松市中区中ミ尺町1日-1 
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日本語 






外部機器を接続して本機で再生を楽しむまでの手順を説明します。詳しい内容については取扱説明書をご覧くださ 
い。 


© YSP -51 00 / YSP -4 1〇〇にが部機器を巧続ずる 

テレビとブルーレイディスクレコーダーを本機に接続します 

下記の接続例を参考にテレビとブルーレイディスクレコーダーを本機に接続して < ださい。本機の背面図では、見やす < するために端子と端テ名を合わせて表示しています。 
実際とは異なりますのでご注意ください。電源プラグは最後に接続してください。 

拍巧側、 本機の性能を最大限に発揮でをる接続方法です。ブルーレイディスクレコーダーか！5出力される映像•音声信号 
巧肋ぶ IJ A を HDMI ケーブルを使って伝送することにより、プルーレイディスクをより高品質な映像や音声でお楽しみい 
ただけます。また、テレビからの音声信号を光ファイバーケーブルで本機に入力することにより、テレビのマル 
チチヤンネルデジタル音声をお楽しみいただけます。 


r 付属品を確認する」用な及説明書11ページ）で、同巧されている付属品びすべてそろっていることをご確認ください。外部機器の機能や設定、操作については、ご 
使用の外部機器に付属の取扱説明書をご覧 < ださい。 


頭 YSP-5 1 00/YSP-4 WO を設置する 


設置場巧を決定します 

本機は下図のよラに音声をビーム化して出力します（矢印は已チャンネル出力時のビーム化した音声と各ビームの経路を表しています）。効果的なサラウンド感を得る 
ため、ビームの経路と家具などの障害物び重ならない場所に本機を設置して<ださい。 


本機を壁と並行に設置する場合 


本機をリスニングルームのコーナーに設置ずる場合 



一 ► フ□ントちチヤンネル 
一 ► センターチヤンネル 
► フ□ントちチヤンネル 
一 ► サラウンド左チヤンネル 
一 ► サラウンドちチヤンネル 


壁との毎度 
40。~已0。 



一 ► フ□ント左チヤンネル 
— ► センターチヤンネル 
-► フ□ントちチヤンネル 
一 ► サラウンドちチヤンネル 
一 ► サラウンドちチヤンネル 


:家具などの障害物 


:家具などの障害物 


面倒防止スタンドを取り付けます 

下図を参考に転倒防止用スタンド（付属品）を取 D 付けてください。スタンドの 
左ちと取り付け巧の位置にごミ主意<ださい。別売りの YSP 専用のラックや壁掛 
け金具、テーブルトップスタンドなどに本機を設置する場合、転倒防止スタンド 
の取り付けは不要です。 


ラックなどに設置します 

下図を参考に設置してください。本機やラック、床などを傷つけないようごを意 
ください。設置の前に、ケーブルを本機に接続したほラびよい場合びあ D ます。 
その場合は、先に接続を行って<ださい（ち記参照)。 



テレビ 


ブルー レイディスク 
レコーダー 



ヤマ A 製サブウーファーをシステム接続すると、本機の電源 
に連動してサブウーファーの電源び動作します。 

サプウーファーをワイヤレスで接続する場合は、ち記「サブ 
ウーファーのワイヤレス接続」をご覧ください。 


接続ケーブルはな下の順番で接続してください。 


サブウーファ 


付属 

別売 

①光ファイバーケーブル 

(テレビのデジタル音声を本機で再生します） 

④電源コード 

② HDMI ケーブル 

(本機のメニュー画面とブルーレイディスクのデジタル映像をテレビに 
映します） 

③ HDMI ケーブル 

(スレーレイディスクのデジタル映像-音声を本機に入力します） 


ぶ-ヒント 

HDMI コント□-ル機能に対応したテレビ（一部を除く）と本機を HDMI で接続すれば、テレビの U モコンで本機の機能履源、音量音声出力切替など）を操作 
できます。詳しくは、 「 HDMI コント□-ル機能を使用する」をご覧ください用が及説明書42ぺージ)。接続可能な機器に関する最新の情報は下記の弊社ホームぺ一 
ジをご覧ください。 

http :// www . yamaha . co . jp / product / av / support / hdmLcec / 

テレビや DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声出力設定びオンになっていることをご確認ください。 
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追加機器（チューナーやゲーム機など）の接続例やサブウーファーのワイヤレス接続、 FM 簡易アンテナの接続方法です。電源プラグ 
は最後に接続してください。 


接続例 a 


本機の性能を最大限に発揮でをる接続方法 
でず。本機の空いている HDMI 端テにが 


接続例 b 


AUX 1 端子（光デジタル端子/アナ□グ端 
テ）と VIDEO 端子を使った接続ち法でず。 


部機器を接続してください。 

チューナー/ゲーム 機など 



の… 

の"' 


HDMI ケーブル（別売) 




サブウーファーのワイヤレス接続 

別売りのワイヤレスサブウーファーキット （ SWK - W 10) を使つ 
た接続ち法です。 SWK - W 10 の設定やヴプウーファーとの接続に 
ついて詳しくは、 SWK - W 1 0に付属の取扱説明書をご覧くださし、。 



接続例 C 


AUX 2 端子（同軸デジタル端子）とコン 
ポーネントビデオ端子を使った接続ち法で 
す。 



み-ヒント 

-正常に通信するには、本機と SWK - W 10のグループ I □を一致させる必要び 
あります。グループ I □の設定は、それぞれの機器の取扱説明書をご参照 < だ 
さい。 


FM 簡易アンテナの接続 

付属の FM 簡易アンテナを接続します。 

FM 簡易アンテナ（付属） 



' FM アンテナ 



巧尸側口 本機に付属のヴ-ブルを1^コた接続ち法です。ブルーレ^デ^スクの7ルチチサンみルデジタル音胃33ぶびテ 

拓桥巧 'J ロ レビの マルチチャンネルデジタル音声/アナ□グ音声をお楽しみいただけます。 テレビと ブルーレイディスク 

レコーダーの 映像接続は、 プルー レイディスク レコーダーに 付属の映像 ケープルな どで接続してください。 


テレビ 


ブルー レイディスク 
レコーダー 



接続ケーブルは lU 下の順番で接続してください。 


YSP -5100 

YSP -4100 


AC 100 V 

コンセントへ 


アース線 


すべての接続び終わるまで、電源プラグを 
コンセントに差し込まないでください。 
アース接続は、化ず主電源プラグを主電源 
につなぐ前に行ってください。また、アー 
ス接続を外ず場合は、必ず主電源プラグか 
S 切り離してから行ってください。 


付属 


① ビデオ用ピンケーブル 

(本機のメニュー画面をテレビに映します） 

② ステレオピンケーブル 
(テレビのアナ □ グ音声を本機で再生しまず) 

③ 光ファイバーケーブル 
(テレビのデジタル音声を本機で再生します) 

④ 光ファイバーケーブル 

(ブルーレイディスクのデジタル音声を本機 
で再生します） 

⑥電源コード 


•ヤマ A 製サブウーファーをシステム接続すると、本機の電源 
に連動してサブウーファーの電源び動作しまず。 

•サプウーファーをワイヤレスで接続ずる場合は、ち記「サプ 
ウーファーのワイヤレス接続」をご覧ください。 


テレビや DVD プレーヤー/レコーダーのデジタル音声 
出力設定びオンになっていることをご確認ください。 


蠢 リモコンを準備ずる 

リモコンに巧電池を入れまず リモコンの操作節囲 

極性 ( + /-) に注意して乾電池を入れて < ださい。 
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表面からのつづを 


屬) YSP-5 1 00/YSP-4 100を自動設定する(インテ U ビーム) 


本機を自動設定し、最適な視聴空間をつくります。 

付属のインテ U ビームマイクを使用して U スニングルームの環境を測定し、各チャンネルの設定を自動的に調節します。 

測定中は大をなテスト音び出力されます。ルさなお子様び部屋にいる場合や部屋に入って<る可能性びある場合は、自動設定機能を使用しないで<ださい。 


1 インテリビームマイクを本機の INTELL 旧 EAM M に端子に接続する 

自動設定時に簡易マイクスタンドを使用ずると便利でず。下図のよラに組み立て、インテ U ビームマイクを上に置いて使用しまず。 
インテ U ビームマイクは傾かないよラ、水平に置いてください。 


5 


インテリヒームキーを2砂な上巧ず 


インテ U ビームキーはリモコンスライドカバーの内側にあります。 


mwm 

mm 〇 
〇 〇 〇 
〇 〇 〇 



自 i 定願|輔 

マイクを接浸してください。 

マイクを本化の正面で 1. 8 mC 上»し、 
正しい音さに設 S してくだすい。 

巧をにはおよそ3分かか D まず。 

決まを巧した目部屋か6出てください。 


[ミ夫ま] ■ m 頃る]:中止 


9 決定キーを巧ず 









6 SB 屋の環境がでをるだけ静かに巧 
たれていることを確認する 

正確な測定-設定のため、エアコンなど騒音を発生ずる機器び 
ある場合は、電源を切ってください。 


7 部屋のかに出る準備をずる 

部屋の中にいると、最適な設定び行われない場合びありまず。 
手順8でみ定キーを巧してから]0秒じ(内に部屋の外に出ら 
れるよラに準備をしてください。 


10 インテリビームマイクをかす 

自動設定完了でず。マイクは大切に保管してください。 

測定結果は本機に記憶され、電源を切ってを初期設定値には戻 
0ません。 



於---& 


INTELLIBEAM M に 


2 インテリビームマイクを実際に視聴する位置に設置しまず 

簡易マイクスタンド（付属）や三脚を利用して、でさるだけ視聴時のちの高さとなる位置に設置してください。 



インテ IJ ビーム マイク 

本機の設置高さ 


簡易マイクスタンド 
l.SmCLb- 



視聴位置 
マイクの下限位置 



インテリビームマイクは本機から1 .8 m 政 
上離し、本機の正面に設置して<ださい。 
また、本機から上下1 m 政内の高さに設置 
して < ださい。 

ソファーの背ちたれなど、マイクと壁の間 
に障害物がある場をには、障害物を移動し 
たり、マイクをより高い場所に設置してく 
ださい。壁に接している家具は壁と見なし 
ますので障害物ではありません。 


3 IJ モコンの電源キーを巧ず 

本機の電源びオンになりまず。 

サブウーファーを接続している場合は、電源を入れて、音量 
を約半分（下図左の位置）に設定して < ださい。ク□スオー 
ノ（一周波数の調節機能びある場合は、ク□スオーノ（一周波数 
を最大（下図ちの位置）に設定して < ださい。 


サブウーファー 



(HDMI1J (HDMI2)〔HDMI3) 


4 テレビの電源を入れ、映像入力切 
替を操作して本機の映像に切り替 
义る 

表面の接続例 A のよラに、本機とテレビを HDM I で接続し 
た場合は、テレビの入力を 「 HDMI 」 に切り替えまず。接続 
例 B のように、本機をテレビの映像入力1に接続した場合は、 
「1」に切り替えまず。 


ぶ-ヒント 

-部屋の外に出るとさは、本簡易接続-操作ガイドを一緒にお持ちくだ 
さい。 

-測定中は部屋の外でお待ちください。 

-測定開始から終了まで約3分かか0まず。 

-測定中に自動設定を中止したい場合は、 U モコンの戻るキーを巧して 
<ださい。 


8 決定キーを巧して測定を開始し、 
10秒な巧に部屋の州こ出る 





謡始 




10 巧をに測定を間あしまず。 

ら 


今 

部屋か 6 化てください。 

###- 

頃る]:中止 






測定中の項目に従って、画面び自動的に切り替わります。 

測定び終了ずると終了音（チャイム音）び出力され、測定結果 
画面び表示されまず。 


mi 

測をび控了しました。 

ビームモード：已ビームプラス 2 
ヴプウーファー:有 

巧き]:設定ずる 
[戻る]:設ましない 


「環境チェック.. .[ NG ]」 と表おされた場合は、「取扱説明書」 
2日ページを参照し、再度設定してください。 

ぶ-ヒント 

-本機の設置位置やサブウーファーの有無などにより、測定結果画面は異なり 
CJ ^ 9 0 

-エラー音（ブヴー音）び出力され、画面にエラーメッセージび表示された場 
合は、「取扱説明書」27ページをご覽ください。 


# デジタル音青信号の 
人力を確認する 


ブルーレイディスクレコーダーと本機をデジタル音声端テ、または HDMI 端テを使 
用して接続している場合、デジタル音声信号び本機に正しく入力されているかを付 
属のヴラウンド確認用 DVD で確認でをます。 


1 HDMI 1 〜 
キーを f 甲しつ 
レーヤーを J 
確認用 DVI 

4または AL 
〔ブル_レイ 
\力選択し、 
□ を再生ず3 

(TV ) 广 AUX 1 )f AUX 2 ) 

(HDMI ジ 【HDMI 2) f HDMI 3) 

如 Ml 4^5 IPod 》 t FM ) 

JXl /2 
ディスクプ 
サラウンド 

> 



2 フロントパネルテイスプレイに 
□□ DIGITAL インジケーターが点 
なしていることを確認する 


ぶ-ヒント 

-インジケーターび点なしない場合は、レコーダー側のデジタル音声出力設定 
をご確認ください。詳しくは、「サラウンド確認用 DVD 説明書」をご覧くだ 
さい。 


r 


再生の基本操作 


音声を再をする 


iPod / iPhone を再生するには、別売りの iPod 用ワイヤレストランスミッター ( YIT - W 1 日）が必要です。 


ブルーレイディスクを再生する 


テレビを視聴する 


iPod / iPhone を再生する 


FM 放送を聴< 


1 テレビの映像入力をブルーレイ 
ディスクの映像に切り替える 


1 見たいデジタル放送番組を選ぶ 


\_ y 


2 1) ブルーレイディスクレコー 
ダーの接続に合わせて、 
HDMI 1 〜4または 
AUX 1 / 2キーを巧す 

ブルーレイディスクレコーダーを入力還択しまず。表面の接 
続例 A のように、ブルーレイディスクレコーダーを本機の 
HDMI 入力]に接続した場合は、 HDMI 1 キーを巧しまず。 



2) ブルーレイディスクを 
再生ずる 


2 TV キーを 巧す 

テレビを入力還択しまず。 



〇 , 

巧原 

ミ） 

1 TV り、 J ； AUX 1 )(AUX 2 ) 

( HDM 1 1 へ 分 DMI 2 ) ( HDMI 3 ) 

(HDMI 41 (IPod ) 广 FM ) 


ぶ-ヒント 

-テレビと本機をデジタル音声端子を使って接続している場合、本機にデジ 
タル放送のデジタル音声信号び正しく入力されているかを確認でをます。 
信号び正しく入力されている場合、フ□ントパネルディスプレイの AAC イ 
ンジケーターび点なします。インジケーターび点灯しない場合は、テレビ 
側の設定をご確認ください。 

- U モコンスライドカバー内側の D 音声を重キーを繰 D 返し押すと、 BS / 

地上デジタル放送の AAC 信号入力時に再生する音声を選択でをます。 
選択項目 ： MAIN (を音声 )、 SUB (副音声)、 MAIN+SUB (を音声+副音声） 

V 


J 


3 


音量+/—キーを巧して、音量を調節する 

テレビのスピーカーから音声び出ている場合は、テレビを消音してください。 



r \ 

A ■H ■与 k：± ■ち i 田 1 •ア A ぐ y ク 17 riQD ち iRI .ア 

シネマ DSP 音場プ□グラムを切り替える 

シネマ DSP キーを繰り返し巧ずと、プ□グラムび切り替わりまず。シネマ DSP をオフにずるには、 

切キーを巧しまず。音場プ□グラムについて詳しくは、「シネマ DSP を楽しむ」 （ r 取扱説明書」33ペー 
ジ）をご覧ください。 

V 

巧 想 

(!) 

C TV ) C AUX f AUX 2 ") 

如 MM)〔HDMI 2 ) t HDMI 3 ) 

(HDMI 4 ) C IPod ) r FM ) 

旅 8 6] 

i > 1 :- •'去マ DSP ) 

J 



1 iPod / iPhone と iPod 用 
ワイヤレストランス5ッター 
( YIT - W 10) を準備する 

iPod / iPhone と YIT - W 10 の接続については、 YIT - W 10 
に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

\_ ) 


广 

1 FM キーを 巧す 

FM を入力還択しまず。 


©由© 


mm 

を 


I TV ) (AUXl'^ 〔 AUXZ) 


(HDM11)(hDMI 2*^ (HDMI 3) 



^ \ 

2 iPod / iPhone をち生ずる 



ぶ-ヒント 

-正常に通信するには、本機と YIT - W 1 日のグループ ID を一致させる必要 
があ0ます。グループ ID の設定は、それぞれの機器の取扱説明書をご参 
照 < ださい。 


2 


選局へ/\/キーを巧す 

周波数び切0替わ0まず。 




ノ 



本機の音青機能を使用する 


サラウンド/ステレオを切り替える 

サラウンドまたはステレオキーを 
巧ず 

サラウンドでは U アルな臨場感を、ステレオでは高品質な音 
声を楽しめまず。 



音量の急激な変化をおさえる(ユニボリユーム) 
ユニボ U ユームキーを 巧す 

ユニボ U ユームをオンにずると、テレビ視聴時の音量の急激 
な変化（番組から CM へ切り替わったときなど）をおさえ 
て音声び聞さやず<な0まず。ユニボ U ユームキーは U モコ 
ンスライドカバーの内側にありまず。 


m 化 sj デ〕一-~^ンテ U ビ-ム 

Sss 

〇 〇 〇 
〇 〇 〇 















































































































































































































